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　埼玉県は関東平野の中央にあり、県域の東半分が荒川と利根川という二大河川

にはさまれております。また、首都東京に隣接し、いくつもの河川が県内を流れ

て東京湾へと注ぎ、水災害の多い県でした。

　このような河川の一つである江戸川は、17世紀に先人達により開削され、水上

交通、治水といったさまざまな側面から、四百年間にわたって、流域の生活を支

えてきました。

　しかし、近年のゲリラ豪雨を始めとする特異な気象は、各地で水害をもたらし

ております。江戸川右岸の堤防がひとたび決壊すれば、埼玉県内だけではなく、

東京を始めとする首都圏の多くに深刻な被害が及ぶおそれがあります。

　このような被害が発生するおそれのある堤防区間では、安全性を確保し、人々

の生活を守るために、拡幅による堤防強化が実施されています。

　堤防強化対策事業地内には、周知の埋蔵文化財包蔵地が多数存在しています。

今回発掘調査を実施した浅間下遺跡もその一つです。発掘調査は、堤防強化事業

に伴う事前調査であり、国土交通省関東地方整備局の委託を受け、当事業団が実

施いたしました。

　発掘調査の結果、縄文時代早期から後期にかけての竪穴住居跡や小竪穴と呼ば

れる施設などに加え、奈良時代から平安時代にかけての生活の跡も残されている

ことがわかりました。

　本書は、これらの発掘調査成果をまとめたものです。埋蔵文化財の保護並びに

普及・啓発の資料として、また学術研究の基礎資料として、多くの方々に活用し

ていただければ幸いです。

　最後に、本書の刊行にあたり、発掘調査の諸調整に御尽力いただきました埼玉

県教育局市町村支援部生涯学習文化財課をはじめ、国土交通省関東地方整備局、

春日部市教育委員会並びに地元関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

平成28年２月

 公益財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

 理 事 長 　  樋 田 明 男
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例　言
１．本書は春日部市に所在する浅間下遺跡（第４

次調査）の発掘調査報告書である。

２．遺跡の略号と代表地番、発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

　浅間下遺跡（ＡＭＳ）

　春日部市西親野井字浅間下149－１番地他

　平成23年12月26日付け　教生文第２－71号

３．発掘調査は、首都圏氾濫区域堤防強化対策（幸

手市外）事業にともなう埋蔵文化財記録保存の

ための事前調査である。浅間下遺跡の調査は、

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課が

調整し、国土交通省の委託を受け、財団法人埼

玉県埋蔵文化財調査事業団（当時）が実施した。

４．各事業の委託事業名は、下記のとおりである。

　発掘調査事業（平成23年度　第４次）

　「首都圏氾濫区域堤防強化対策（春日部市）に

伴う埋蔵文化財発掘調査」

　整理報告書作成事業（平成27年度）

　「首都圏氾濫区域堤防強化対策（幸手市外）に

おける平成27年度埋蔵文化財発掘調査（整理）」

５．発掘調査・整理報告書作成事業はⅠ－３に示

した組織により実施した。

　　浅間下遺跡第４次の発掘調査は、平成24年１

月４日から平成24年３月31日まで実施し、瀧瀬

芳之、岩瀬　譲が担当した。

　　整理報告書作成事業は、平成27年４月９日か

ら平成27年12月31日まで実施し、大屋道則が担

当した。

　　平成28年２月22日に埼玉県埋蔵文化財調査事

業団報告書第418集として印刷・刊行した。

６．浅間下遺跡の発掘調査における基準点測量は、

株式会社埼玉コンサルタントに委託した。

　　空中写真撮影は、株式会社東京航業研究所に

委託した。

　　巻頭図版の遺物写真撮影は、小川忠博氏に委

託した。

７．発掘調査における写真撮影は瀧瀬、岩瀬が行

い、出土遺物の写真撮影は大屋が行った。

８．出土品の整理・図版作成は整理担当者が行っ

た。

９．本書の執筆は、Ⅰ－１を埼玉県教育局市町村

支援部生涯学習文化財課、縄文土器、土製品、

まとめのそれぞれ一部を上野真由美、土偶を小

野美代子、陶磁器を村山卓が行い、その他を大

屋が行った。

10．本書の編集は大屋が行った。

11．本書にかかる諸資料は平成28年３月以降、埼

玉県教育委員会が管理、保管する。

12．発掘調査や本書の作成にあたり、下記の機関

から御教示、御協力を賜った。記して感謝いた

します（敬称略）。

　春日部市教育委員会



凡　例 
１．浅間下遺跡第４次調査におけるＸ・Ｙの座標

は、世界測地系国土標準平面直角座標第Ⅸ系（原

点北緯36°00′00″、東経139°50′00″）に

基づく座標値を示す。また、各挿図に記した方

位は、全て座標北を指す。

　　Ｅ‐８グリッド北西杭の座標は、Ｘ＝4040.000

ｍ、Ｙ＝-1930.000m、北緯36°02′11.08127″、

東経139°48′42.89699″である。

２．グリッドの設定は10×10ｍの基本グリッドを

設定した。表記は、北西隅を基点として、北か

ら南方向にアルファベット（Ａ､Ｂ､Ｃ…）、西

から東方向に数字（１､２､３…）を付した。

３．本書の本文、挿図、表、写真図版に記した遺

構の略号は、以下のとおりである。

　　 ＳＪ…住居跡　ＳＤ…溝跡　ＳＫ…土壙､小

竪穴状遺構　Ｐ…ピット

４．本書における挿図の縮尺は、以下のとおりで

ある。例外は図中に縮尺とスケールを示した。

　　 全体図　１：700　遺構配置図　1：250　遺構

図 １：30 １：60 １：80 １：100　土器拓影図 

１：３　土器実測図　１：４　土製品　１：１ 

１：２ ２：３ １：４　土偶　１：２　陶磁器 

１：３　大型石器　１：３ 小型石器　２：３

５．住居跡の規模は、炉跡、出入口施設などが明

瞭なものは、主軸と副軸で表示し、それ以外に

ついては、長軸、短軸で表示した。

６．遺物実測図の表記方法は以下のとおりである。

　　 赤彩：網10％　煤､被熱､焼土：網20％　炭化

物：網30％　研磨範囲：平行線　使用痕範囲：

｢↑｣

７．観察表中の石材名は以下のとおりである。

　　 曜：黒曜石　黒：黒色頁岩　珪：珪質頁岩

　　頁：その他の頁岩　泥：緑泥片岩　雲：雲母片岩

　　絹：絹雲母片岩　片：その他の片岩　砂：砂岩

　　 安：安山岩　緑：緑色岩　閃：閃緑岩　ホ：ホル

ンフェルス　チ：チャート　軽：軽石　石：石英

　　滑：滑石　玉：玉髄

８．遺構断面図に表記した水準数値は、すべて海

抜標高（単位ｍ）で示した。

９．遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。

　法量の単位は㎝、（ ）の数値は推定値、[ ]の数

値は現存値、それ以外は計測値を示す。

　胎土は土器中に含まれる鉱物等のうち、特徴的

なものを記号で示した。

　　Ａ－赤色粒子　Ｂ－白色粒子　Ｃ－長石

　　Ｄ－角閃石　　Ｅ－石英　　　Ｆ－雲母

　　Ｇ－黒色粒子　Ｈ－白色針状物質

　　Ｉ－砂粒子　　Ｊ－片岩　　　Ｋ－小礫

　残存率は図示した器形に対する大まかな遺存

　程度を％で示した。

10．本書に使用した地形図は、国土地理院発行の

１/50000地形図、1/25000地形図、春日部市都

市計画図を編集・使用した。

11．本書に掲載した遺構番号は、原則として調査

時のものを採用した。ただし調査時の土壙につ

いては、その一部を小竪穴状遺構と変更したが、

番号は変更しなかった。変更内容は本文70頁の

第19表に示した。
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図版32　１　第６号住居跡出土土器（10）（第43図）

 ２　第７号住居跡出土土器（１）（第47図）

図版33　１　第７号住居跡出土土器（２）（第47図）

 ２　第７号住居跡出土土器（３）（第48図）

図版34　１　第７号住居跡出土土器（４）（第48図）

 ２　第７号住居跡出土土器（５）（第49図）

図版35　１　第９号住居跡出土土器（１）（第51図）



 ２　第９号住居跡出土土器（２）（第51図）

図版36　１　第９号住居跡出土土器（３）（第52図）

 ２　第９号住居跡出土土器（４）（第52図）

図版37　１　第９号住居跡出土土器（５）（第53図）

 ２　第９号住居跡出土土器（６）（第53図）

図版38　１　第３､６号小竪穴状遺構出土土器

 （第76図）

 ２　第７号小竪穴状遺構出土土器

 （第77図）

図版39　１　第８号小竪穴状遺構出土土器

 （第78図）

 ２　第９号小竪穴状遺構出土土器

 （第79図）

図版40　１　第10､11号小竪穴状遺構出土土器

 （第80図）

 ２　第12､13号小竪穴状遺構出土土器

 （第81図）

図版41　１　第14号小竪穴状遺構出土土器

 （第82図）

 ２　第15号小竪穴状遺構出土土器

 （第83図）

図版42　１　第15､16号小竪穴状遺構出土土器

 （第84図）

 ２　第17､18号小竪穴状遺構出土土器

 （第85図）

図版43　１　第21号小竪穴状遺構出土土器

 （第86図）

 ２　第21､22号小竪穴状遺構出土土器

 （第87図）

図版44　１　第22､23号小竪穴状遺構出土土器

 （第88図）

 ２　第24､25号小竪穴状遺構出土土器

 （第89図）

図版45　１　第26､27号小竪穴状遺構出土土器

 （第90図）

 ２　第28､29号小竪穴状遺構出土土器

 （第91図）

図版46　１　第30号小竪穴状遺構出土土器

 （第92図）

 ２　第35～37､43号小竪穴状遺構出土土器

 （第93図）

図版47　１　第38､39号小竪穴状遺構出土土器

 （第94図）

 ２　第40､41､43号小竪穴状遺構出土土器

 （第95図）

図版48　１　第44号小竪穴状遺構出土土器

 （第96図）

 ２　 第30､43b､44号小竪穴状遺構､31～

34､42､43a号土壙出土土器（第97図）

図版49　１　第１号土壙出土土器（第102図）

 ２　第２号土壙出土土器（第103図）

図版50　１　第31､32､34､42号土壙出土土器

 （第104図）

 ２　グリッド出土土器（１）（第107図）

図版51　１　グリッド出土土器（２）（第109図）

 ２　第８号住居跡出土土器（第112図）

 ３　グリッド出土近世陶磁器（第113図）

図版52　１　第１号住居跡出土石器（第17図163）

 ２　第１号住居跡出土石器（第17図164）

 ３　第１号住居跡出土石器（第17図165）

 ４　第１号住居跡出土石器（第17図167）

 ５　第３号住居跡出土石器（第27図156）

 ６　第３号住居跡出土石器（第27図157）

 ７　第３号住居跡出土石器（第27図158）

 ８　第４号住居跡出土石器（第33図127）

 ９　第４号住居跡出土石器（第33図128）

 10　第５号住居跡出土石器（第35図38）

 11　第６号住居跡出土石器（第44図189）

 12　第６号住居跡出土石器（第44図190）

 13　第６号住居跡出土石器（第44図191）

 14　第６号住居跡出土石器（第44図192）

 15　第６号住居跡出土石器（第44図193）

 16　第６号住居跡出土石器（第44図194）

 17　第６号住居跡出土石器（第44図195）



 18　第６号住居跡出土石器（第44図196）

 19　第７号住居跡出土石器（第49図120）

 20　第７号住居跡出土石器（第49図121）

 21　第９号住居跡出土石器（第54図129）

 22　第９号住居跡出土石器（第54図130）

 23　第９号住居跡出土石器（第54図131）

 24　第９号住居跡出土石器（第54図132）

図版53　１　第14号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図１）

 ２　第38号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図２）

 ３　第30号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図３）

 ４　第９号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図４）

 ５　第39号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図５）

 ６　第８号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図６）

 ７　第24号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図７）

 ８　第28号小竪穴状遺構出土石器

 （第98図９）

 ９　第24号小竪穴状遺構出土石器

  （第98図10）

 10　第24号小竪穴状遺構出土石器

  （第98図11）

 11　第24号小竪穴状遺構出土石器

  （第98図12）

 12　第44号小竪穴状遺構出土石器

  （第98図13）

 13　第４号小竪穴状遺構出土石器

  （第98図14）

 14　第30号小竪穴状遺構出土石器

  （第99図15）

 15　第29号小竪穴状遺構出土石器

  （第99図16）

 16　 第30～32､42～44号小竪穴状遺構出

土石器（第99図17）

 17　第24号小竪穴状遺構出土石器

  （第99図18）

 18　第14号小竪穴状遺構出土石器

  （第99図19）

 19　第11号小竪穴状遺構出土石器

  （第99図20）

 20　ピット出土石器（第105図１）

 21　ピット出土石器（第105図２）

 22　グリッド出土石器（第110図１）

 23　グリッド出土石器（第110図２）

 24　グリッド出土石器（第110図３）

図版54　１　グリッド出土石器（第110図４）

 ２　グリッド出土石器（第110図５）

 ３　グリッド出土石器（第110図６）

 ４　グリッド出土石器（第110図７）

 ５　グリッド出土石器（第110図８）

 ６　グリッド出土石器（第110図９）

 ７　グリッド出土石器（第110図10）

 ８　グリッド出土石器（第110図11）

 ９　グリッド出土石器（第110図12）

 10　グリッド出土石器（第110図13）

 11　グリッド出土石器（第110図14）

 12　グリッド出土石器（第110図15）

 13　グリッド出土石器（第111図16）

 14　グリッド出土石器（第111図17）

 15　グリッド出土石器（第111図18）

 16　グリッド出土石器（第111図19）

 17　グリッド出土石器（第111図20）

 18　グリッド出土石器（第111図21）

 19　グリッド出土石器（第111図22）

 20　グリッド出土石器（第111図23）

 21　グリッド出土石器（第111図25）

 22　グリッド出土石器（第111図26）

 23　グリッド出土石器（第113図13）

 24　グリッド出土石器（第113図14）
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Ⅰ　発掘調査の概要
１．発掘調査に至る経過
　国土交通省関東地方整備局江戸川河川事務所

（以下、江戸川河川事務所）は、幸手市域から杉

戸町域にかけての江戸川右岸地域において、江戸

川堤防強化対策事業を実施している。

　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で

は、このような施策の推進に伴う文化財の保護に

ついて、従前より関係機関との事前協議を重ね、

調整を図ってきたところである。

　江戸川堤防強化対策事業については、工事に先

立ち、江戸川河川事務所長から平成20年３月27日

付け江沿第65号で、埋蔵文化財の所在の有無及び

取り扱いについて、埼玉県教育委員会教育長あて

照会があった。

　これに対して県教育委員会は、工事計画の進捗

に応じて、平成21年11月24・25日及び平成22年１

月25日に、遺跡の所在及び範囲確認のための試掘

調査を実施した。その結果、埋蔵文化財の所在が

確認されたことから、平成22年３月29日付け教生

文第2408号で、埋蔵文化財の有無及び取扱いにつ

いて、以下のとおり回答を行った。

１　埋蔵文化財の所在                       

２　取り扱い

　工事計画上やむを得ず現状を変更する場合には、

記録保存のための発掘調査を実施してください。

　その後、江戸川河川事務所と県教育委員会はそ

の取り扱いについて協議を重ねたが、現状保存が

困難であることから、記録保存の措置を講ずるこ

とになった。

名称 種別 時代 所在地
浅間下遺跡
（№91-005）

貝塚
集落跡

縄文
奈良

春日部市西親野
井地内

　江戸川河川事務所長からの文化財保護法第94条

第１項の規定に基づく発掘通知に対し、県教育

委員会教育長から勧告を行った。財団法人埼玉県

埋蔵文化財調査事業団（当時）理事長からの法第

92条第１項の規定に基づく発掘調査届に対する

県教育委員会教育長からの指示通知は次のとおり

である。

　発掘調査届に対する指示通知

平成23年12月26日付け　教生文第２－71号

　（生涯学習文化財課）
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２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査

　浅間下遺跡は、平成23年度に発掘調査を行った。

平成24年１月４日から平成24年３月31日まで、調

査面積は2,006㎡である。

　調査の経過は以下の通りである。

　平成24年１月上旬に発掘調査事務所を設置し、

１月中旬に重機による表土の掘削を実施し、同時

に人力による遺構の確認作業に入った。２月上旬

からは遺構精査を行い、２月中旬からは記録等の

作成を行った。

　３月上旬には空中写真撮影を行い、３月下旬に

は作業を終了した。

（２）整理・報告書の作成

　整理報告書作成作業は、平成27年４月９日から、

平成27年12月31日まで実施した。

　４月中旬から出土遺物の水洗、注記を行い、順

次、接合、復元作業に着手した。接合、復元が終

了した遺物は５月中旬から順次抽出を行い、拓本、

実測作業を開始した。遺物の機械実測には３スペ

ース、オルソイメージャーなどを利用した。６月

中旬からは遺物実測図のトレースを開始し、８月

上旬には遺物版下図の作成に着手した。

　遺構図の整理は、遺物の作業と並行して４月中

旬から行った。図面照合と修正を経て第二原図を

作成し、６月初旬からは画像ソフトを用いて遺構

図のトレース、土層説明等のデータを組み込んで

編集作業を実施し、遺構挿図の版下を作成した。

　これらの作業と並行して、９月からは原稿執筆

を開始した。11月中旬には、遺物写真撮影、遺構

写真図版作成などを実施した。12月中旬には印刷

起案を作成し、12月下旬に印刷業者に入稿し、整

理作業の終了した遺構図、遺物実測図、写真デー

タ、遺物などの整理仮収納を行った。

　報告書は、１月上旬から２月上旬にかけて３回

の校正を経て印刷を行い、２月末に事業団報告書

第418集『浅間下遺跡』として刊行した。

平成23年度（発掘調査）

理 事 長 藤　野　龍　宏 調査部
常務理事兼総務部長 根　本　　　勝 調 査 部 長 小　野　美代子

総務部 調 査 部 副 部 長 劔　持　和　夫

総 務 部 副 部 長 金　子　直　行 主幹兼調査第二課長 瀧　瀬　芳　之

総 務 課 長 矢　島　将　和 主 査 岩　瀬　　　譲

平成27年度（報告書作成）

理 事 長 樋　田　明　男 調査部
常務理事兼総務部長 木　村　博　昭 調 　 査 　 部 　 長 金　子　直　行

総務部 調 査 部 副 部 長 細 　 田 　 　 勝

総 務 部 副 部 長 瀧　瀬　芳　之 調査監兼整理第一課長 黒　坂　禎　二

総 務 課 長 安　田　孝　行 主 査 大　屋　道　則

３．発掘調査・報告書作成の組織
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Ⅱ　遺跡の立地と環境
１．地理的環境
　浅間下遺跡は、東武野田線南桜井駅から北方へ

約５㎞の春日部市西親野井字浅間下149‐１番地

他に所在する。

　埼玉県は関東平野の中央に位置しており、西側

は秩父山地、東側は平地になっている。東側の平

地は、丘陵、台地との間に荒川低地をはさんで大

宮台地、更に中川低地をはさんで下総台地の一部

を取り込んでいる。秩父山地に連なる丘陵と台地

の傾斜は、南西から北東であり、低地と大宮台地

は、北西から南東に傾斜している。

　浅間下遺跡は埼玉県の東端部に位置しており、

江戸川を挟んで東は千葉県野田市に接している。

地形的には下総台地の宝珠花支台上に立地する遺

跡である。

　既述したように関東平野中央部の地形は、基本

的に北西が高く、南東が低いため、河川も北西か

ら南東方向に流下している。

　下総台地の北西側は、渡良瀬川や利根川の流路

変遷によって北西から南東方向への開析が進み、

台地本体から切り離されて、幾つかの支台が成立

している。遺跡の乗る宝珠花支台も、河川による

開析地形を利用した、江戸川の開削によって下総

台地から分断された、標高10ｍ程度の台地である。

　そして、小河川によって細かく開析を受けてお

り、樹枝状の浸食地形が発達している。また、縁

辺部は中川低地にも接しているため、しばしば低

地の上に島状に台地が見られる地形となっている。

　埼玉県の縄文時代の遺跡の多くは、秩父山地、

秩父山地に接する丘陵と台地、荒川、中川両低地

に挟まれた大宮台地、といった三種類の立地条件

に大きく分類されるが、浅間下遺跡は、埼玉県内

の縄文時代の中でも、下総台地の縁辺という特異

な立地条件の下にあるため、文化的にも下総台地

の特徴を示していることが特筆される。

第１図　埼玉県の地形
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第２図　遺跡周辺の地形区分
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２．歴史的環境
　浅間下遺跡（第２図、第３図１）の位置する宝

珠花支台周辺では、台地上を中心として、旧石器

時代から、縄文時代に至る数多くの遺跡が濃密に

分布している。

（１）旧石器時代

　浅間下遺跡の周辺地域では、旧石器時代の遺物

はさほど多くは見つかっていない。ただし、地理

的には下総台地の縁辺部が含まれているため、台

地上にはいくらかの遺物が見られる。

　学史上著名な春日部市の米島貝塚で細石器など

が出土している。また、同市の風早遺跡（田中

1979）では、局部磨製石斧や細石器が出土してい

る。千葉県域では、野田市に所在する岡田山ノ内

遺跡（52）や同市に所在する下根貝塚（65）から、

槍先形尖頭器などが見つかっている。

（２）縄文時代

　縄文時代草創期の遺跡は極めて少なく、やや遠

方になるが、宮代町前原遺跡での微隆起線文土器

や表裏縄文土器の出土があげられる。

　縄文時代早期でも遺跡はさほど増加せず、わず

かに、島通遺跡（20）、向代遺跡（21）、砂南南遺

跡（64）などがあげられるに過ぎない。低地に面

した台地の縁辺部という環境は、縄文時代草創期、

早期の生活にはあまり好適ではなかったと考えら

れるが、近年の調査では、幸手市槙野地北遺跡（２）

で撚糸文期から条痕文期の遺構、遺物が比較的良

好に検出されており、注目される。

　縄文時代前期になると、海進の影響によって居

住環境は一変する。縄文海進最高潮期には、篠山

貝塚の存在により、栃木市藤岡町付近まで海が進

入したことが想定されており、中川低地が広く奥

東京湾に取り込まれ、これを挟んで大宮台地と下

総台地が地形的に対峙し、台地の縁辺部が浅海性

の海洋資源に依存した生活に最適の場となってい

たと考えられる。

　関山期から黒浜期にかけての地点貝塚は数多く

存在しており、茨城県坂東市（旧岩井市）下根貝

塚（65）、埼玉県杉戸町鷲巣貝塚、同町鷲巣前原

遺跡（18）、春日部市貝の内貝塚（30）、同市宮前

遺跡、同市原遺跡、同市風早遺跡、同市吉岡遺跡、

同市尾ヶ崎遺跡、千葉県野田市（旧関宿町）飯塚

貝塚（40）、同市槇の内遺跡、同市東金野井貝塚

などが挙げられる。

　これに対して、海退に転じた前期後半では、遺

跡数が激減する。貝塚の検出例が少ないことから

も、海退に伴って海洋資源の利用が困難になった

ための影響が顕著に表れたと観ることができる。

近年調査された槙野地原遺跡（27）では、諸磯ｂ

式並行期の住居跡が４軒検出されており注目され

る。この時期は浮島系統や興津系統などの貝殻文

で施文された東関東系土器の出土傾向が強くなる。

　中期前半でもこの傾向は継続するが、中期後半

の加曽利Ｅ式期には、一転して増加傾向に転じる。

加曽利ＥⅠ式期やＥⅡ式期の大規模な遺跡は、丘

陵地帯などの比較的奥まった地域に見られるが、

加曽利ＥⅢ式に至ると、台地上でも低地に面した

標高の低い地域への進出が顕著となる。浅間下遺

跡でも、加曽利ＥⅢ式期の遺構が主体を占めてお

り、この傾向が確認できる。

　縄文時代後晩期では、再び遺跡数は激減する。

春日部市神明貝塚（25）、同市浅間下遺跡（１）、

千葉県野田市（旧関宿町）内町貝塚（４）、同市

岡田山ノ内貝塚（51）、同市岡田山ノ内遺跡（52）、

同市中新宿Ｃ遺跡（55）、同市香取原貝塚（60）、

同市木間ヶ瀬中学校裏遺跡（61）、同市砂南南遺

跡（64）、茨城県板東市（旧岩井市）福寿院南貝

塚（53）、同市下根貝塚（65）などが挙げられる。

低地内に存在してる微高地については、沖積作用

によって比較的深く埋没しているため調査事例が

少なく、今後、遺跡数が増加する可能性も考えら

れる。
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第３図　周辺の遺跡
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（３）弥生、古墳時代

　弥生時代も確認されている遺跡は少ないが、春

日部市須釜遺跡（35）の中期中葉の再葬墓など、

中川低地に存在する自然堤防の微高地上には、遺

跡の存在が明らかとなりつつある。したがって、

中川低地でも大規模河川に比較的近い微高地上で

は、縄文時代後晩期同様に、今後の調査の進展に

よって遺跡数が増加すると考えられる。

　古墳時代では、前期、中期、後期と数多くの遺

跡が中川低地の自然堤防上にみられるようになる。

弥生時代には、大規模河川の縁辺部で水を制御す

る技術はまだ獲得されていないと考えられるが、

古墳時代を通じて土木技術が大きく進歩し、低地

部へ進出するようになる。

　古墳時代前期では、ある程度の土木、治水技術

によって、大規模河川周辺でも微高地を中心とし

た畑作が可能な状況にあり、古墳時代後期に至っ

ては、大規模河川周辺での稲作も可能になったと

考えられる。杉戸町の豊明神社古墳や目沼古墳群、

木野川古墳群などの古墳も周辺地域の隆盛と共に

築造されるようになる。この時期では、台地上の

集落と低地に進出した集落との関連性が興味深い。

（４）奈良、平安時代以降

　奈良、平安時代になると更に技術は進歩し、一

人当たりの可耕地面積も飛躍的に増加するので、

相対的に集落数は減少し、散在するようになる。

　浅間下遺跡では、今回の調査で平安時代の集落

が初めて検出されている。

　中近世の景観は、現在同様に中川低地の自然堤

防上に点々と住居が見られるものであったと考え

られる。17世紀の江戸川開削に関連した痕跡も、

治水史、交通史、開発史の観点から、今後、検討

される必要があろう。特に低地の開発史に関して

は、古墳時代から近年まで不明な点が多い。

第１表　周辺の遺跡一覧表（第３図）
№ 遺跡名 時期
1 浅間下遺跡 縄文（前・中・後）・奈良
2 槙野地北遺跡 古墳
3 槙野地西遺跡 古墳
４ 内町貝塚 縄文（中・晩）
５ 飯塚貝塚 縄文（前・中）・古墳（前）
６ 幸手市№17 奈良・平安・近世
７ 幸手市№18 奈良・平安・近世
８ 向山遺跡 縄文（前・中）
９ 木津内貝塚 縄文（前・中）・奈良
10 目沼古墳群 古墳（前・後）
11 目沼古墳群14号墳 古墳（後）
12 目沼古墳群15号墳 古墳（後）
13 目沼第１貝塚・宮前遺跡 縄文（前）・平安
14 宮前前原遺跡 縄文（前・中）
15 登戸遺跡 縄文（前・中）
16 登戸南遺跡 縄文（前・中）・古墳（前・後）
17 中原遺跡 縄文（前）・奈良
18 鷲巣前原遺跡 縄文（前）
19 宮の腰遺跡 縄文（前）・古墳（後）
20 島通遺跡 縄文（早・中）
21 向台遺跡 縄文（早・前）・奈良
22 湊遺跡 縄文（前・中）
23 木野川古墳群 古墳（後）
24 野添北遺跡 縄文（前）
25 神明貝塚 縄文（前・後）
26 塚崎遺跡 縄文（前）
27 槙野地原遺跡 縄文（前・中・後）・奈良
28 天神前遺跡 縄文（前）・古墳（後）
29 町通中遺跡 縄文（前・中）
30 貝の内遺跡 縄文（前・中）・古墳（後）・奈良・平安
31 陣屋遺跡 縄文（前・中）・古墳（後）・奈良・平安
32 上椿遺跡 古墳・奈良・平安
　 　　　　　　　

№ 遺跡名 時期
33 中椿遺跡 古墳
34 下椿遺跡 古墳・奈良・平安
35 須釜遺跡 弥生・奈良・平安
36 桐ヶ作貝塚 縄文（前・中）
37 親野井古墳 古墳（後）
38 古布内貝塚 縄文（前・中）
39 武者土貝塚 貝塚
40 飯塚貝塚・木所前遺跡 縄文（前・中）・古墳（前）
41 相耕地Ｂ遺跡 縄文（中）
42 相耕地Ａ遺跡 縄文（中）
43 下奉目遺跡 縄文（中）
44 和田Ｂ遺跡 縄文（中）
45 和田Ａ遺跡 縄文（中）
46 八幡前遺跡 縄文（中）・奈良・平安
47 岡田上尻坪遺跡 縄文（中・後）
48 西椿遺跡 縄文（中）
49 下椿遺跡 縄文（中）
50 上椿遺跡 縄文（中）
51 岡田山ノ内貝塚 縄文時代（前・中・後）
52 岡田山ノ内遺跡 旧石器・縄文（中・後）
53 福寿院南貝塚 縄文（中・後）・奈良・平安
54 新宿貝塚 縄文（前・中）
55 中新宿Ｃ遺跡 縄文（前・中・後）
56 中新宿Ａ遺跡 縄文・奈良・平安
57 下新宿Ｂ遺跡 縄文（中）・奈良・平安
58 下新宿Ａ遺跡 縄文（中）
59 香取原古墳群 古墳
60 香取原貝塚 縄文（後）
61 木間ヶ瀬中学校裏遺跡 縄文（中・後）
62 松の木遺跡 縄文（前・中）
63 砂東遺跡 縄文
64 砂南南遺跡 縄文（早・前・中・後）
65 下根貝塚 旧石器・縄文（中・後）
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Ⅲ　遺跡の概要
１．浅間下遺跡の概要
　江戸川の首都圏氾濫区域堤防強化対策（幸手市

外）事業地内に所在する浅間下遺跡の発掘調査は、

平成23年度に当事業団が実施した。

　本遺跡は、これまで３回にわたり、旧庄和町（現

春日部市）によって発掘調査が実施されており、

縄文時代早期の土器群、縄文時代中期から後期に

かけての時代を中心とした竪穴住居跡、中､近世

の土壙、溝跡、縄文時代から中､近世の遺物包含

層などが検出されている。

　第１次調査は、1986年９月から11月にかけて、

県道西宝珠花屏風線建設に伴う事前調査として、

庄和町浅間下遺跡調査会によって遺跡の北西部分

で実施された。調査はＡ～Ｃ区の三地点である（第

４図）。

　Ａ区で検出された遺構は、中､近世の土壙17基、

溝状遺構２条である。陶磁器類が出土した。また、

調査区の北西部では近世に貝塚から掘削され二次

的に集積されたヤマトシジミの貝層が検出された。

包含層からは、縄文時代中期から後期の土器片、

石器、中､近世の陶磁器類が出土した。

　Ｂ区で検出された遺構は、称名寺式期から堀之

内式期の住居跡が３軒、時期不詳の溝状遺構が６

条、近世の煉瓦製肥溜が１基、縄文時代中期から

後期にかけての包含層などである。

　Ｃ区で検出された遺構は、時期不詳の土壙１基、

ピット群、溝状遺構２条、縄文時代中期から後期

の土器と近世陶磁器を含む包含層などである。

　第２次調査は、1987年８月から９月にかけて、

第１次調査と同様に県道西宝珠花屏風線建設に伴

う事前調査として、庄和町浅間下遺跡調査会によ

って遺跡の北西部分で実施された。第１次調査地

点から500ｍ南側であり、調査地点はＡ、Ｂの二

地点である。

　Ａ区で検出された遺構は、加曽利ＥⅢ式期の住

居跡２軒、時期不詳の土壙２基、中､近世の溝状

遺構１条、縄文時代中期と中､近世の陶磁器類を

含む包含層などである。

　Ｂ区で検出された遺構は、加曽利ＥⅢ式期の住

居跡１軒、時期不詳の土壙９基、時期不詳と中、

近世の溝状遺構３条、縄文土器を出土するピット

群、縄文時代中期の土器と中､近世陶磁器が含ま

れる包含層などである。

　第３次調査は、1989年５月に個人の宅地造成に

伴う事前調査として、庄和町教育委員会によって

遺跡範囲の南端部分で実施された。

　遺構は、溝跡１条と包含層が検出された。溝跡

は出土遺物が少なかったため、時期不詳であった。

包含層からは、縄文時代早期の撚糸文土器、前期

前半の黒浜式、前期後半の諸磯式と浮島式、前期

末から中期初頭の土器群、中期の阿玉台式、勝坂

式末から加曽利Ｅ式、後期の堀之内式、加曽利Ｂ

式などが検出され、近世の泥メンコも出土した。

第２表　浅間下遺跡の調査履歴（第４図）
次数 第１次 第２次 第３次 第４次

主体 調査会 調査会 庄和町教委 埼埋文

年月 1986年９～11月 1987年８～９月 1989年5月 2012年１～３月

地点 第１地点Ａ区､Ｂ区､Ｃ区 第２地点Ａ区､Ｂ区 第３地点 Ａ区､Ｂ区

特徴

縄文時代後期住居跡、縄文中期～
後期包含層、中､近世土壙、溝状遺
構、ピット群、二次的集積貝層､煉
瓦製肥溜縄文時代中期、後期土
器、石器、中､近世陶磁器

縄文時代中期住居跡、縄文時代ピ
ット群、縄文時代～中､近世包含
層、中､近世溝状遺構、時期不詳土
壙、縄文時代中期～後期土器、中､
近世陶磁器

時期不詳溝跡包含
層、縄文早期、前
期、中期、後期土
器、近世泥メンコ

縄文時代中期住居跡、炉跡、埋
甕、小竪穴状遺構、土壙、ピット、
包含層、縄文時代中期土器、平安
時代住居跡、土師器、須恵器



― 9―

　第４次調査は、2012年１月から３月にかけて、

首都圏氾濫区域堤防強化対策事業に伴う事前調査

として、当事業団によって実施された。調査地点

はＡ区、Ｂ区の二地点である。

　検出された遺構は、縄文時代中期の竪穴住居跡

８軒､炉跡２基､埋甕１基､小竪穴状遺構37基､土

壙13基､ピット18基、縄文中期土器が含まれる包

含層､平安時代の住居跡１軒などである。

第４図　浅間下遺跡の範囲と各調査区
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２．調査区の概要
　今回の第４次調査は、浅間下遺跡の範囲中で、

堤防強化対策事業に伴う、春日部市西親野井字浅

間下149‐１番地他を対象としたものである。

　調査対象区域の中央付近には、東西方向に生活

道路が所在してるため、これを挟んで北側をＡ区、

南側をＢ区とし、それぞれを調査した。

　調査地点は台地の縁辺部にあたり、調査区の南

側には谷が入り組んでいる。

　旧石器時代の遺物は検出できなかった。

　縄文時代中期の遺構は、

調査区北側の標高が高い

部分を中心に、環状に分

布している。

　竪穴住居跡は、８軒検

出した。また、単独の炉

跡を２基、埋甕を１基、

小竪穴状遺構を37基、土

壙を13基検出した。小竪

穴状遺構の中には、底面

付近に土器片を敷き詰め

たものも見られる。

　また、調査区の上面か

らは、平安時代の住居跡

を検出した。平安時代の

住居跡は、旧庄和町によ

る第１次から第３次まで

の調査と、今回の当事業

団による第４次調査の全

てを含め、浅間下遺跡で

は初めての検出例である。

　調査区の南側からは、

各時期を通して遺構は検

出されなかった。

　今回の第４次調査に際

しては、基本土層第Ⅱ～

Ⅲ層に縄文土器が比較的

多く含まれていたため、これより上層の表土層を

重機によって掘削し、この第Ⅱ～Ⅲ層を露出させ

て、当該土層の上面で遺構を確認しようと試みた。

しかし、地山と覆土の境界が不明瞭であり、遺構

を明確に確認することが困難であったため、必要

に応じてサブトレンチを設定、掘削し、この壁面

や底面で大部分の遺構を確認した。

第５図　第４次調査全体図



― 11 ―

第６図　第４次調査Ａ区遺構配置図
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9

第７図　第４次調査Ｂ区遺構配置図
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３．浅間下遺跡の基本層序
　浅間下遺跡の基本土層は、大きく分けて三つの

部分に分かれている。関連した図面を、第８図に

示した。

　最上位の地表面直下には、表土層が見られる。

これをⅠ層とした。

　また、地表面から60～160㎝程度でローム層と

なるが、このローム層をⅣ層とした。

　Ⅰ層とⅣ層の間には黒褐色の土層が認められる

が、この層は上位がやや暗く、下位がやや明るい

傾向が見られた。これが、概ね縄文時代から中世

までに累積した表土である。

　ある時期の表土層は、その上を直後の時代の表

土層で覆われるが、多くの場合には人的な活動に

よって地表付近の土層は撹乱されるので、撹乱を

受けることなく、ある特定年代の表土層が遺存す

ることは希である。このような理由によって、約

１万年以上の年代幅を持つ表土層の累積は、細か

い年代に分類することが困難となっている。

　浅間下遺跡でも、既述したように上下二層に大

別できる程度であった。上位の部分をⅡ層、下位

の部分をⅢ層とした。このⅡ層とⅢ層には、縄文

時代から中世、近世までの遺物が含まれている。

　多くの地点ではⅡ層とⅢ層は分離できるが、一

部には明確に分離できない地点もあった。

　なお、第４号住居跡の土層観察所見によれば、

縄文時代中期後葉加曽利ＥⅠ式期の第４号住居跡

の覆土の上に、基本土層第Ⅱ層、第Ⅲ層の堆積が

認められる。

第８図　基本層序
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Ⅳ　遺構と遺物
１．縄文時代の遺構と遺物
　縄文時代の遺構は、竪穴住居跡８軒、小竪穴状

遺構37基、土壙13基、炉跡２基、埋甕１基、ピッ

ト18基である。

　住居跡は、Ｃ－９グリッドを中心として、環状

に分布していると想定される。また環内の西寄り

に、住居跡と重複しながら、小竪穴状遺構が密集

する傾向が見られる。

　Ｈ‐10グリッドには、ピットが集中している。

覆土中に石器を含むことから縄文時代中期の住居

跡の可能性も考えられるが、明確に確定すること

はできなかった。

（１）住居跡

　浅間下遺跡で検出された縄文時代の竪穴住居跡

は８軒である。時期不明の１軒を除き、他は全て

中期後半に属する。遺構への帰属が不明瞭な遺物

も、同様な時期的傾向を示す。

  時期の詳細は、加曽利ＥⅠ式期６軒（第１号､

２号､４号､６号､７号､９号住居跡）、加曽利ＥⅢ

式期１軒（第３号住居跡）、不明１軒（第５号住

居跡）の計８軒となっている。

　この８軒の住居跡の中で完掘できたものはなく、

いずれも調査区の境界付近で検出しており、全て

調査区域外に未調査部分が残存している。

　その中でも、第１号住居跡は遺構の大部分が調

査区内に所在し、調査区外にかかる部分はわずか

に１割程度である。第２号住居跡は、遺存状態が

悪く土壙とも重複しており、わずかに炉の一部を

検出したのみである。

　なお、炉跡を２基検出しており、覆土が削平さ

れた住居跡の可能性も考えられるが、いずれも周

辺部分に柱穴と考えられる痕跡が見られなかった

ため、住居跡とは判断せずに屋外の炉として取り

扱った。 第９図　縄文時代の遺構全体図
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　第１号住居跡（第10､11図）

　第１号住居跡はＢ区北側中央のＧ‐９､10グリ

ッドで検出した。

　他住居跡との関係は、第２号住居跡と重複し、

これを壊していた。他遺構との関係は、第２号土

壙と重複し、これを壊していた。

　覆土にはローム粒子が大量に含まれていた。概

ね自然堆積と考えられる。

　平面形態は円形と推定した。

　規模は、主軸長推定5.0ｍ、副軸長推定6.3ｍ、

深さ約30㎝、主軸方位はＮ‐10°‐Ｅである。

　炉跡は、住居跡の中央やや東よりで検出し、楕

円形で0.9ｍ×0.6ｍで、深さ約20㎝であった。炉

には、第12図１の炉体土器が残されていた。

　床面からは、７本のピットを検出し、この中で、

P１～P５が柱穴と考えられる。

　時期は、炉体土器から縄文時代中期後葉の加曽

利ＥⅠ式期である。

　第12図～17図は出土した遺物である。

　第12図１～４は、器形が復元できた土器である。

　１は、炉体土器として使用された深鉢形土器で

ある。胴上部を埋設したものと考えられるが、口

縁部は失われている。キャリパー形であるが、胴

部はずん胴状になっている。口縁と胴部は隆帯で

区画している。口縁部文様帯も隆帯で区画してい

ると考えられ、区画内には沈線で渦巻文などを施

文している。胴部は無文で縦方向にミガキ状の調

整を施している。地文は撚りが緩く、節が明瞭で

ないが単節ＬＲの縄文である。地文は、口縁部区

画文内と隆帯上に施文している。

　２は深鉢形土器の口縁から胴上部である。バケ

ツ状の器形で口縁部は狭い無文帯となっている。

胴部とは幅広の沈線を一本巡らせて区画している。

口唇部はつまみ上げて整形され、口縁部には指頭

状の痕跡が認められる。また、口縁部には楕円状

の貼付文を施している。胴部は地文のみを施し、

節の大きな単節ＬＲの縄文を縦方向に施している。

地文施文後に、器面を縦方向にナデている。推定

口径は23㎝である。

　３は深鉢形土器で、口縁部を欠損している。キ

ャリパー形深鉢の胴部分である。胴部には沈線を

２本１組で垂下させる懸垂文と鋸歯状の蛇行懸垂

文を交互に３単位ずつ計６単位施文している。口

縁部との境界となる沈線の一部が残存している。

地文は撚糸文Ｌで、斜方向に細かく施文している。

底部の中央は孔があいている。底径は８㎝である。

　４は浅鉢形土器の胴下部から底部が残存してい

る。単節ＲＬの縄文を地文として施文している。

地文は斜め方向に施文し、条が縦方向になるよう

にしている。底部には網代痕が残存している。底

径は８㎝である。

　第13図５～61、第14図62～107､第15図108～150、

第16図151～156は出土した土器破片である。

　５～12は、阿玉台系や勝坂系と阿玉台系の折衷

的な深鉢形土器の破片である。13､14は中峠系の

深鉢形土器である。口唇下は舌状の張り出し部分

を持っている。15～24は勝坂系の深鉢形土器であ

る。15～22は隆帯上に刻みを施文している。24は

隆帯上に縄文を施文している。

　25～89､105はキャリパー形の深鉢形土器の破片

である。25～52は口縁部の破片である。25､26は、

口唇直下に隆帯を貼付する。27～36は口唇部直下

に沈線を巡らせ、その下に隆帯を巡らせて文様帯

を区画している。27､33は隆帯で、剣先状の文様

を施文している。37～42､44は新しい様相を持っ

ているもので、口唇部直下に扁平な隆帯を貼付し、

そこからつなげて口縁部文様を施文している。地

文は単節ＲＬが大多数を占めている。30､33､42、

46､48､49､52が単節ＬＲの縄文で、他は単節ＬＲ

の縄文を地文としている。53～57は頸部の区画が

残る頸部から胴部の破片で、53～56は隆帯で、57

は沈線で区画している。地文として53は無節Ｒ、

54､55は単節ＲＬ、56､57は単節ＬＲの縄文を施文

している。
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第10図　第１号住居跡
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第11図　第１号住居跡遺物出土状況

名称 長径/㎝ 深さ/㎝ 名称 長径/㎝ 深さ/㎝ 名称 長径/㎝ 深さ/㎝
P1 42 30 P2 50 58 P3 42 72 

P4 45 61 P5 45 32 P6 36 58 

P7 43 65 

第３表　第１号住居跡ピット一覧表 ( 第 10 図 )
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58～89､105は胴部破片である。59は隆帯の懸垂文

を施文している。105は沈線の渦巻文を施文して

いる。他はいずれも沈線で垂下する懸垂文や、蛇

行懸垂文を施文している。73､76は同一個体であ

る。85～87､89は懸垂文間を磨り消す、磨消懸垂

文である。58､60､61､73､76､88の地文は撚糸文Ｌ

で、62､79は撚糸文Ｒである。78の地文は無節Ｌ

である。80､105の地文は単節ＬＲの縄文である。

他の土器片の地文はすべて単節ＲＬの縄文である。

　90～95は、口縁から直線的に底部に至るバケツ

状の器形の深鉢形土器の口縁部破片である。いず

れも狭い無文の口縁部を持ち、沈線を巡らせて胴

部と区画している。91は胴部に垂下させる懸垂文

を施文している。地文として92は単節ＲＬの縄文

第12図　第１号住居跡出土遺物（１）
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第13図　第１号住居跡出土遺物（２）
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第14図　第１号住居跡出土遺物（３）
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第15図　第１号住居跡出土遺物（４）
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を、93､94は単節ＬＲの縄文を、95は撚糸文Ｒを

施文している。

　96～104､106､107は連弧文系の深鉢形土器の破

片である。96～99は口縁部の破片である。100～

104､106､107は頸部から胴部の破片である。地文

は96､99､107が単節ＲＬの縄文を、100､102は０段

多条ＲＬの縄文を、103は０段多条ＬＲの縄文を、

104は撚糸文Ｒを施文している。

　108～111は外反する無文の口縁部を持つ器形の

深鉢形土器である。口縁部から頸部の破片である。

108､110､111の頸部には隆帯と沈線を巡らせ、上

下に交互刺突を施文している。

　112～114は地文が条線となる曽利系の深鉢形土

器である。112は重弧文系の口縁部の破片で、113、

114は懸垂文を施文している胴部の破片である。

　115～134は地文のみを施文する深鉢形土器の破

片である。132は胎土に多量の金雲母が混入して

いる。115～126は、地文として撚糸文を施文して

いる。115､116､120～125は撚糸Ｌを、117～119は

撚糸Ｒを地文としている。126は無節Ｒの原体を

使用して施文している。127､130～133の地文は単

節ＲＬの縄文である。133は細い原体を使用して

いる。128､134は同一個体の破片で、無節Ｌを地

文として施文している。129は単節ＬＲの縄文を

施文している。

　135～146は底部の破片である。135～139は沈線

で懸垂文を垂下させている。140､141は地文のみ

が残存している。他は無文である。地文は135～

137､140､141､146が単節ＲＬの縄文を施文してい

る。135は原体の撚りが粗いものである。138は複

節ＬＲＬの縄文を地文としている。139の地文は

撚糸文Ｌである。142～145は無文部分である。

　147～156は、深鉢形土器以外の器形の土器であ

る。147～155は鉢形や浅鉢形土器の破片である。

147～152は口縁部の破片である。文様帯には、隆

帯や沈線で文様を施文している。151､152は張り

出した肩部に文様帯を持つものである。153～155

は胴部の破片で、内外面ともに丁寧に磨き状の調

整を施している。156は小型の壺形状の土器片と

考えられる。

　第17図157～162は出土した土製品である。157

～160は土製円盤である。いずれも深鉢形土器の

胴部破片を円形に加工して使用しているもので、

表面には地文のみが残存している。

　161､162は土器片錘である。深鉢形土器の胴部

破片を加工している。161は器面に隆帯が残存し

ており、元の深鉢形土器上下方向に対し、横方向

の両側縁に抉りを入れている。楕円形状に加工し

ている。162は、側縁すべて十字方向に抉りを入

れるもので、横方向の抉り間には、表裏面ともに

第16図　第１号住居跡出土遺物（５）
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溝状の抉りを繋げて入れている。長方形状に加工

している。

　第17図163～168は第１号住居跡出土石器である。

　163～165は石鏃である。163はチャート製で無

茎、抉りは浅く入念に加工している。左脚部を欠

損する。164はチャート製で無茎、抉りは浅く小

型で肉厚である。165はチャート製で無茎、抉り

は浅く入念に加工し、両側縁が鋸歯縁状になって

いる。

　166は安山岩製の磨石である。平坦面は使用に

より平滑に摩耗している。大部分が欠損する。

　167は、砂岩製の敲石である。上端部の一部は

敲打によって潰れている。端部は折面後敲打によ

って潰れている。被熱により赤色化している。

　168は安山岩製の石皿である。大部分が欠損す

る。裏面に漏斗状の凹穴が見られる。

第17図　第１号住居跡出土遺物（６）

第４表　第１号住居跡出土石器観察表（第17図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考
163 石鏃 チャート 1.9 [1.5] 0.4 0.8 

164 石鏃 チャート 1.4 1.5 0.5 0.8 

165 石鏃 チャート 2.7 1.7 0.5 1.5 

166 磨石 安山岩 [4.0] [5.3] [3.4] 77.3 

167 敲石 砂岩 [9.4] 3.8 [3.9] 148.9 

168 石皿 安山岩 [6.5] [5.8] 5.6 150.4 
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　第２号住居跡（第18図）

　第２号住居跡はＢ区北側中央の、Ｇ‐９､10グリ

ッドから炉のみを検出した。

　他住居跡との関係は、第１号住居跡と重複し、

これに壊されていた（第10図）。他遺構との関係は、

第２号土壙と重複し、これを壊していた。

　平面形態は明らかにできなかった。

　規模は、炉の残存範囲で、長軸長1.8ｍ、短軸

長1.0ｍ、深さ約35㎝、長軸方位はＮ‐３°‐Ｗであ

る。炉は石囲い炉で、部分的に使用された礫が遺

存している。また、１の炉体土器が残されていた。

　住居跡の床面や住居跡に伴う柱穴は検出できな

かった。

　時期は、炉体土器から、縄文時代中期後葉の加

曽利ＥⅠ式期である。

　第１号住居跡、第２号土壙と重複しており、第

２号住居跡の遺物として確定できたものは、炉体

土器の第19図１のみであるが、炉跡内や周辺から

一括して出土した３点も第２号住居跡として取り

上げられている。

　第19図１～４は出土土器である。

　１は炉体土器で、口縁の一部と、底部を欠損し

ている。その他の部分はほぼ完形で出土している。

深鉢形土器で、口縁はやや外反し、頸部で括れ胴

部にまるみをもたせて底部に至る器形である。炉

体土器として使用されていたが、内外面ともに器

面には直接火を受けた痕跡はない。口縁部の文様

は大きく開く弧状の隆帯を４単位配置して区画し、

第18図　第２号住居跡､遺物出土状況
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胴部には弧状の張出し部中央に三角形状に４単位

隆帯を貼付しており、腕を広げた人体文のような

表現をしている。頭部にあたる部分には、円文や

渦巻文を施している。

　口縁は部分的に欠けているため、口縁部区画内

の全体の文様配置は不明である。胴部は人体状の

文様間に沈線で渦巻文を施し、それに付くように

して懸垂文などを施している。胴部の渦巻文は２

個１対で施し、離れたものと連結したものを交互

に施文するが、同一の形状のものはない。地文は

単節ＲＬの縄文で、縦方向に施文している。また、

地文は隆帯上にも施文し、隆帯の向きによっては

横方向に施文するが、磨り消されている部分もあ

る。

　２～４は出土した深鉢形土器破片である。１と

同時期と考えられるものは、３である。４は混入

と考えられる。２は頸部から胴部の破片で、頸部

には隆帯を巡らせ、隆帯上には刻みを施している。

地文は単節ＲＬの縄文で、条が縦方向になるよう、

斜め方向に施文している。３は胴部の破片で、２

本１組の沈線で文様を施文している。地文は単節

ＬＲの縄文で、縦方向に施文している。４は頸部

直下の胴部破片で、沈線による懸垂文を施文して

いる。地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施文し

ている。

　第19図５､６は、２号住居跡出土石器である。

　５は、砂岩製の石皿である。大部分が欠損する。

表面に漏斗状の凹穴が見られる。被熱により赤色

化している。

　６は、閃緑岩製の石皿である。大部分が欠損す

る。皿部はわずかに凹んでいる。被熱により一部

剥落し、赤色化している。

第19図　第２号住居跡出土遺物

第５表　第２号住居跡出土石器観察表（第19図）
番号 器種 石材 長さ/㎝ 幅/㎝ 厚さ/㎝ 重さ/ｇ 備考
5 石皿 砂岩 [6.5] [8.9] [6.8] 346.6 SJ２炉跡№６ 被熱

6 石皿 閃緑岩 [9.9] [10.4] [4.6] 557.8 SJ２炉跡№５ 被熱
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　第１､２号住居跡出土遺物（第20､21図）

　第１号住居跡、第２号住居跡のどちらに帰属す

るか明確ではない遺物を一括した。

　第20図１～４は器形が復元できた深鉢形土器で

ある。１は口縁と胴部上半のごく一部のみ残存し

ている。口縁部文様帯は口唇下と胴部区画に隆帯

を２本帯状に巡らせて貼付している。隆帯の上下

をつなぐように２本１組で縦方向に隆帯を４単位

に貼付している。地文は撚りの緩い単節ＲＬの縄

文を縦方向に施文している。推定口径は19㎝であ

る。２は口縁部と胴上部の一部が残存するもので、

狭い口縁部は胴部と３本の並行沈線を巡らせて区

画している。胴部には３本沈線１組の垂下する磨

消懸垂文を沈線で施し、単位は10単位と推定され

る。地文は単節ＬＲの縄文で縦方向に施文してい

る。推定口径は30㎝である。３は胴部のみ残存す

るもので、部分的に沈線が残り、連弧文系土器の

可能性がある。地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向

に施す。４は小型の深鉢形土器で、地文のみを施

している。地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施

文している。推定口径は12㎝である。

　第20図５～15、第21図16～58は土器破片である。

時期は混在しているが､１､11～15は第２号住居

跡に帰属すると考えられる。

第20図　第１号､２号住居跡出土遺物（１）
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第21図　第１号､２号住居跡出土遺物（２）
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　第３号住居跡（第22図）

　第３号住居跡はＡ区南側東端の、Ｆ‐９グリッ

ドで検出した。

　他住居跡との重複関係は見られず、他遺構との

関係は、第46号小竪穴状遺構､47号土壙と重複し、

これを壊していた。

　覆土のいわゆる三角堆積にはローム粒子が大量

に含まれ、その後に堆積した覆土第１層には、ロ

ーム粒子が僅かしか含まれていなかった。いずれ

も自然堆積と考えられる。

　平面形態は略円形と推定した。

　規模は主軸長5.5ｍ、副軸長3.2ｍ、深さ約40㎝、

主軸方位はＮ‐31°‐Ｗである。

　炉跡は、住居跡の中央で検出し、楕円形で0.9

ｍ×0.7ｍで、深さ約20㎝であった。

　床面からは、２本のピットを検出し、この中で、

P１､P２が柱穴と考えられる。

　時期は、縄文時代中期後葉の加曽利ＥⅢ式期と

推定される。

　第23～27図は出土遺物である。

　第23図１は、炉跡の西側から出土した深鉢形土

器である。口縁から胴上部が残存するもので、逆

位の状態で検出した。床面からは浮いて出土して

おり、住居跡廃絶後、覆土内に掘り込まれた土壙

に伴う可能性が考えられる。器形は口縁がやや内

湾しふくらみを持ち、胴部は中央よりやや上で大

きく括れ、下部でふくらみを持ち底部に至ると考

えられる。口縁部文様帯はない。文様は、括れ部

の上下で分かれ、沈線によって施していると考え

られる。残存する上部には逆Ｕ字文を連結して施

文している。文様は６単位に施文するが、そのう

ち１単位は逆Ｖ字に近い。地文は文様の後に施文

し、口唇直下は帯状に横方向に施文し、他は縦か

ら斜め方向に、０段多条ＲＬの縄文を施文してい

る。胴下部は連結されない逆Ｕ字文を施文してい

ると推定される。口径は22㎝である。

　第23図２は器形が復元できた浅鉢形土器の胴部

から底部分である。地文はハケ目状の条線を縦方

向に施している。底径は５㎝である。

　第24図３～45、第25図46～98、第26図99～155は、

出土した土器破片である。

　３は中期中葉の深鉢形土器片で、爪形文を施文

している。

　４～21、23～88はキャリパー形の深鉢形土器の

破片である。

　４～21は口縁部文様帯を持つ口縁部の破片であ

る。区画した口縁部文様帯には、隆帯で楕円区画

文や渦巻文などを施文している。４､５は文様を

施文する隆帯上に沈線を施文し、隆帯を分割して

いる。７～11は口唇下に沈線を巡らせ、その下に

隆帯を施し文様を施文するもので、隆帯の両側に

沈線を沿わせている。13､14は突起部分の破片で、

把手の内面に渦巻文を沈線で施文している。15～

21は口唇部に連結しそのまま隆帯で口縁部文様を

施文している。地文はいずれも縄文で、４～８、

15､19～21は単節ＲＬの縄文を横方向に、９は複

節ＲＬＲの縄文を縦方向に、10は複節ＬＲＬの縄

文を横方向に16～18は単節ＬＲの縄文を口縁部は

横方向に、胴部は縦方向に施文している。

　23～27は口縁部文様帯を持つ口縁から胴部の破

片である。26は頸部が無文帯となっている。25、

27は胴部に２本１組の磨消懸垂文を施文している。

地文は23～26が単節ＲＬ、27が単節ＬＲで、口縁

部は横、胴部は縦方向に施文している。

　22､28～34は口縁部文様帯を持たない深鉢形土

器である。地文は単節ＲＬの縄文が多い。31､32

は口唇直下に１段横方向に地文を施文し、他は縦

方向に施文している。22は狭い無文部を持つもの

で、胴部とは２本の沈線を巡らせて区画している。

28は胴上部に２本１組の磨消沈線による波状文を

施文する土器である。29は口唇直下に沈線を巡ら

せてごく狭い無文の口縁部を区画している、沈線

上には刺突列を１条巡らせている。30は沈線によ

る区画内に縄文を充填している。区画文の間は磨
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り消され、蕨手文を施文している。蕨手文の上部

の両側には円形刺突文を施文している。31は逆Ｕ

字状文を施文し、文様内は磨り消している。32は

逆Ｕ字状文を施文するが、文様内は磨り消してい

ない。33､34は小破片のため、口縁部には沈線な

どの文様は残されていなかった。

　35～88は胴部の破片である。35､39､40は沈線

で、懸垂文を施文するものである。２本１組の沈

線間は磨り消していない。地文はいずれも単節Ｒ

Ｌの縄文で、縦方向に施文している。36､38､41～

85は沈線で磨消懸垂文を施文するものである。

36､41～61は、２本１組の磨消懸垂文を垂下させて

いる。36は懸垂文間の磨り消しが粗く、地文が残

っている。38は部分的に磨消懸垂文となっている。

地文は35､37～42､45､47～56が単節ＲＬの縄文を

縦方向に、43､44､46は複節ＲＬＲの縄文を縦方向

第22図　第３号住居跡､遺物出土状況
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に、57は０段多条ＲＬの縄文を縦方向に、58、

59､61は単節ＬＲの縄文を縦方向に、60は複節Ｌ

ＲＬの縄文を縦方向に施文している。62～66は波

状磨消沈線文や、磨消懸垂文間に蕨手状懸垂文な

どを施文するもので、地文は62､64､65が単節ＬＲ

の縄文で、他は単節ＲＬの縄文を施文している。

　67～72は３本１組の磨消懸垂文を垂下させるも

のである。地文はいずれも単節ＲＬの縄文を縦方

向に施文している。73～86は、沈線文が片側のみ

残存しているもので、磨消懸垂文の幅が広く、沈

線文も浅く施しているものが多い。地文は73が複

節ＲＬＲの縄文で、74～86は単節ＲＬの縄文で、

いずれも縦方向に施文している。87､88は胴部に

隆帯を施文するものである。87は２本１組の断面

三角形状の微隆起線文を施文している。地文は単

節ＬＲの縄文で、縦方向に施文している。88は隆

帯を垂下させ、隆帯上に円形刺突列を施文してい

るもので、地文は単節ＲＬの縄文だが、曽利系と

考えられる。

　89､90は口縁から直線的に底部に至るバケツ状

の器形となる深鉢形土器の口縁部の破片である。

狭い無文の口縁部を持ち、胴部とは沈線を巡らせ

て区画している。胴部には磨消懸垂文を施文して

いる。地文は89は単節ＲＬの縄文を縦方向に、90

は無節Ｌの縄文を斜め方向に施文している。

　91～101は連弧文系深鉢形土器の破片である。

91～93は口縁部の破片である。91は胴部と沈線を

巡らせて区画し、区画内に円形刺突文列を２列巡

らせている。地文は撚糸文Ｒである。92､93は沈

線を１本巡らせて、狭い無文の口縁部に区画して

いる。地文は条線である。94～101は胴部の破片

である。94～98は括れ部分で、沈線を巡らせて胴

上部と区画している。95は沈線内に刺突文列を施

文している。地文は94～97が撚糸文Ｌを、98が撚

第23図　第３号住居跡出土遺物（１）

名称 長径/㎝ 深さ/㎝ 名称 長径/㎝ 深さ/㎝ 名称 長径/㎝ 深さ/㎝
P1 44 18 P2 38 10 

第６表　第３号住居跡ピット一覧表（第 22 図）
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第24図　第３号住居跡出土遺物（２）
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第25図　第３号住居跡出土遺物（３）
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第26図　第３号住居跡出土遺物（４）
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糸文Ｒを施している。99､101は沈線文間が磨消縄

文となっている。地文は99､100が単節ＲＬの縄文

で、101は撚糸文Ｌである。

　102～111は曽利系の深鉢形土器の胴部である。

地文が条線である。102､103は口縁部の破片で、

口唇部には１列刺突文を巡らせている。104は頸

部に隆帯を巡らせ、隆帯上に刺突を施している。

105～108は隆帯を垂下させるもので、隆帯上には

刺突を施している。109～111は磨消懸垂文を施し

ている。地文の条線は流水文状に施している。

　112～125は地文のみを施している深鉢形土器の

胴部破片である。112の地文は撚糸文Ｌである。

113、115～117の地文は単節ＲＬの縄文である。

114の地文は０段多条ＲＬの縄文である。118の地

文は無節Ｌである。119～124の地文は条線である。

125は松葉状に地文を施している。126､127は深鉢

形土器の底部の破片である。沈線により懸垂文を

施文している。

　128～149は鉢形または浅鉢形土器の破片である。

128は無文の口縁部と隆帯で区画し､胴部は単節Ｌ

Ｒの縄文を施している。129は肩部の文様帯部分

が残存するもので、隆帯で楕円区画文を施文し、

区画内には単節ＲＬの縄文を施文している。130

～132は無文の口縁部が残存している。130は口縁

部と胴部とは､沈線を１本巡らせて区画している。

132は口縁部が波状口縁となるものである。133～

137、139は口縁部、または口縁部直下の破片であ

る。胴部の地文に条線を施文するものである。い

ずれも、狭い無文の口縁部を持つもので、胴部と

は沈線で区画している。138､140～148は胴部の破

片である。いずれも地文として条線を施文してい

る。146～148は条線を流水文状に施文している。

149は底部である。

　150～155は壺形状の土器の破片である。150の

内外面には部分的に赤彩の痕跡が残存している。

　第27図は、３号住居跡出土石器である。

　156は、チャート製の石鏃である。小型剥片を

素材として縁辺を加工している。この剥離面は大

きく粗雑である。肉厚で先端が鋭くないため、未

製品の可能性もある。

　157､158は軽石で、いずれも平面は楕円形である。

157は上方中央に穿孔が見られ、上端部に紐ずれ

痕が認められる。中央は使用により「Ｕ」字状に

窪んでいる。一部が欠損する。158は断面がレン

ズ状であり、穿孔は見られない。下端部を欠損す

る。用途は不明である。

第27図　第３号住居跡出土遺物（５）

第７表　第３号住居跡出土石器観察表（第27図）
番号 器種 石材 長さ/㎝ 幅/㎝ 厚さ/㎝ 重さ/ｇ 備考
156 石鏃 チャート 2.4 2.4 0.9 3.8 

157 軽石 軽石 [4.5] 3.3 1.4 3.2 

158 軽石 軽石 7.8 [4.3] 2.3 5.8 
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　第４号住居跡（第28図）

　第４号住居跡はＢ区南側西よりのＥ､Ｆ－７グ

リッドで検出した。

　他住居跡との重複関係は見られず、他遺構との

関係は、第48号小竪穴状遺構と重複し、これに壊

されていた。

　覆土は、自然堆積と考えられる。

　平面形態は円形と推定した。

　規模は、主軸長推定６ｍ、副軸長も推定６ｍ程

度で、深さ約50㎝、主軸方位はＮ‐44°‐Ｗである。

　炉跡は、調査範囲からは検出できなかった。た

だし、ピット５に壊されている焼土が認められ、

炉跡との関連も考えられる。

　床面からは、５本のピットを検出し、柱穴と考

えられる。

　時期は、出土遺物から縄文時代中期後葉の加曽

利ＥⅠ式期である。

　第29～33図は出土した遺物である。

　第29図１～４は器形が復元できた土器である。

　１は深鉢形土器の胴部のみが残存するもので、

括れ部分に隆帯で楕円区画文を横に連ねて貼付し

ている。地文は０段多条ＬＲの縄文である。

　２はキャリパー形の深鉢形土器の口縁部破片で

ある。口縁部文様帯は隆帯とそれに沿った沈線に

よって文様を施している。半円に区画した区画文

内には対向する渦巻文を施している。口縁部側の

渦巻文を舌状の小突起状に施している。地文は０

段多条ＲＬの縄文である。

　３はキャリパー形の深鉢形土器で、口縁部は欠

損している。頸部は無文で、ずん胴で細長い胴部

第28図　第４号住居跡
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を持っている。頸部と胴部の区画には、隆帯によ

る楕円区画文を３単位連ねて貼付している。３単

位の楕円区画文の幅は均一ではなく、小楕円区画

が１単位、大楕円区画が２単位となっている。胴

部には蛇行懸垂文と３本１組の垂下する沈線によ

る懸垂文を交互に施文しているが、１箇所蛇行懸

垂文を施文せず、３本１組の懸垂文を連続して

施文している。そのため、蛇行懸垂文が６単位３

本１組の懸垂文を７単位施文している。地文は、

単節ＲＬの縄文である。底径は８㎝である。

　４は浅鉢形土器の胴部である。胴上部で屈曲し

底部に至る器形で、無文の器面は丁寧に整形し、

部分的に赤彩の痕跡が認められる。

　第30～33図は土器破片である。第30図５､11～

21は勝坂末葉から加曽利ＥⅠ式初頭の土器である。

16は隆帯上に単節ＲＬの縄文を施文している。17

～20は口唇部がエラ状に肥厚するもので、中峠系

の深鉢形土器である。

　６～10、22～78はキャリパー形の深鉢形土器の

破片である。６～10は口縁部の突起部分である。

６はメガネ状把手を貼付している。７～９の突起

の頂部には渦巻文を施文している。22～48は口縁

部から頸部である。49～60は頸部から胴部である。

61～78は胴部である。胴部文様は41､54､61､62が

隆帯で施文し、他は沈線で施文している。キャリ

パー形の深鉢形土器は、加曽利ＥⅠ式古段階から

名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝
P1 39 78 P2 35 10 P3 45 50 

P4 48 140 P5 80 43 

第８表　第４号住居跡ピット一覧表（第 28 図）

第29図　第４号住居跡出土遺物（１）



― 37 ―

第30図　第４号住居跡出土遺物（２）
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第31図　第４号住居跡出土遺物（３）
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第32図　第４号住居跡出土遺物（４）
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加曽利ＥⅢ式まで混在している。

　79はバケツ状の器形の土器である。80～86は連

弧文系の深鉢形土器である。87～95は地文が集合

沈線や条線となる曽利系土器である。96～105は

深鉢形土器の破片である。106～109は深鉢形土器

の底部、110～122は浅鉢形土器の破片である。

　第33図123～126は土製品で、123は土器片錘、

124～126は土製円盤である。

　第33図127、128は、第４号住居跡出土石器であ

る。

　127は、黒色頁岩製の打製石斧である。側縁に

敲打痕が見られる。風化が激しく剥離面が不明瞭

であった。128は、安山岩製の磨石である。周縁

部を加工して断面形を隅丸長方形にしている。平

坦面は平滑に摩耗している。平坦部の中央は敲打

で凹んだ後、使用により摩耗している。

第９表　第４号住居跡出土石器観察表（第33図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考
127 打製石斧 黒色頁岩 [11.2] [5.0] 2.4 126.9 

128 磨石 安山岩 10.7 6.4 4.6 491.7 

第33図　第４号住居跡出土遺物（５）
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　第５号住居跡（第34図）

　第５号住居跡はＡ区北端Ａ－６グリッドで検出

した。

　他住居跡との重複関係は認められず、他遺構と

の関係は、第４号土壙と重複し、これに壊されて

いた。覆土には比較的多くのローム粒子が含まれ

ており、自然堆積と考えられる。

　平面形態は不整形で、規模は、長軸残存長3.0ｍ、

短軸残存長1.8ｍ程度、深さ約50㎝、主軸方位は

Ｎ‐10°‐Ｅである。規模、形状から小竪穴状遺構

の可能性も考えられる。

　炉跡は、調査範囲からは検出できなかった。

　床面からは１本のピットを検出し、柱穴と考え

られる。

　出土土器は破片のみで、時期も勝坂式末から加

曽利ＥⅢ式まで混在しており、詳細な時期につい

ては明らかにできなかった。

　第35図１～35は、出土土器である。

　１は勝坂系の深鉢形土器の口縁部である。無文

の口縁で、口唇部は面を持つ角状となっている。

２は阿玉台系の深鉢形土器の胴部である。微隆起

状の隆帯に添って、沈線を施文している。

　３～18は加曽利Ｅ系のキャリパー形の深鉢形土

器である。３～６は口縁部で、３は無文の頸部と

の区画に交互刺突文を施文している。地文は撚糸

文Ｒである。４の地文は単節ＲＬの縄文である。

５は口縁の突起部分で、幅広の沈線によって渦巻

文を施文している。６の地文は単節ＬＲの縄文で

ある。７は頸部から胴部の破片で、わずかに残る

胴部には、２本１組の沈線によって、磨消懸垂文

を垂下させている。地文は単節ＲＬの縄文である。

８～18は胴部の破片である。８は隆帯にも施文し

ている。11､12､14､16､18は２本１組の沈線によ

って、磨消懸垂文を垂下させている。９は沈線間

が磨り消していない。10､13､15､17も２本１組の

沈線を施文すると考えられる。

　19～23は連弧文系の深鉢形土器である。19～21

は口縁部の破片である。19は沈線で区画した狭い

無紋の口縁部を持ち、沈線間には交互刺突文を施

文している。20､21の地文は条線で、22の地文は

撚糸文Ｒで、23の地文は単節ＲＬの縄文である。

　24は曽利系の深鉢形土器の胴部で、集合沈線を

施文している。

　25～31は地文のみを施している深鉢形土器の胴

部で、25､26は撚糸文Ｒ、27､28は撚糸文Ｌを施文

している。29～31の地文は条線である。

　32､33は深鉢形土器の底部である。

　34は深鉢形､35は浅鉢形土器の胴部破片である。

第34図　第５号住居跡
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　第35図36､37は出土した土製円盤である。36は

深鉢形土器の頸部から胴部、37は深鉢形土器胴部

の破片を円形に加工している。

　第35図38は、５号住居跡出土石器である。

　38は、頁岩製の打製石斧である。両側縁に敲打

痕が見られる。下半部が欠損する。

名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝
P1 55 28 

第 10 表　第５号住居跡ピット一覧表（第 34 図）

第11表　第５号住居跡出土石器観察表（第35図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考
38 打製石斧 頁岩 [6.5] [4.8] 2.5 83.8 

第35図　第５号住居跡出土遺物
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　第６号住居跡（第36図）

　第６号住居跡はＡ区中央の西よりＤ‐５､６グ

リッドで検出した。

　他住居跡との関係は、第８､９住居跡と重複し、

第９号住居跡を壊し、第８号住居跡に壊されてい

た。

　他遺構との関係は、第19､20号土壙と重複が認

められたが、新旧関係は明らかにできなかった。

　覆土には比較的多くのローム粒子が含まれてお

り、自然堆積と考えられる。

　平面形態は円形と推定した。

　規模は、長軸推定5.8ｍ、短軸長残存3.7ｍ、深

さ約65㎝、長軸方位Ｎ‐75°‐Ｗである。

　炉は住居跡の中央やや北西よりで検し、長軸80

㎝、短軸65㎝、深さ５㎝程度で、炉体土器は見ら

れなかった。

第36図　第６号住居跡､遺物出土状況
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　住居跡の床面から柱穴と考えられるピットを３

本検出した。

　時期は、縄文時代中期後葉の加曽利ＥⅠ式期と

推定される。

　第37～43図は出土した土器である。

　第37図１～５、第38図６～10は器形復元が可能

であった土器である。

　１～５は中峠系の深鉢形土器である。１は口縁

から胴上部が残存し、やや直立気味に立ち上がる

口縁部から胴上部で大きく括れる器形である。胴

部とはやや舌状に突き出る隆帯で区画し、隆帯に

はキザミを加える。その隆帯上には４単位突起を

貼付けている。突起は楕円形状で、両脇に円形の

貼付をし、円形部分の中央には上下に貫通する孔

を穿つ。隆帯で区画した口縁部には８本の沈線を

巡らせ、それぞれの間に円形刺突文を施している。

胴部は地文のみで、０段多条ＲＬの縄を斜めから

縦方向に施している。推定口径は33㎝である。

　２～５は口縁部が朝顔状に開く深鉢形土器であ

る。口縁部は肥厚してエラ状に張り、波状口縁と

なる。２は口縁部から胴上部が残存するものであ

る。口縁部は４単位の波状口縁である。肥厚した

口縁は面を持ち、波線やキザミなどを施文してい

る。波頂部には２本の短沈線を深く施文し、その

直下に三日月状に隆帯を貼付し、中央に沈線を施

している。頸部に無文帯を持ち、沈線で区画した

胴部は、沈線によって懸垂文を施文している。地

文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施文している。

推定口径は21㎝である。３は口縁部から胴部が残

存するものである。波状口縁部は、３単位である。

口縁は肥厚し、その部分を文様帯としている。口

縁部の突起を中心として、沈線によって区画文な

どを施文している。幅広な無文の頸部を持ち、胴

部とは２本の沈線を巡らせて区画している。胴部

には沈線によって蛇行懸垂文、渦巻文などを施文

している。地文は単節ＲＬの縄文で縦方向に施文

している。口径は24㎝である。４は口縁部が、３

と比較しやや内湾している。口縁部は、３単位の

波状口縁で波頂部には渦巻文を施文している。波

頂部間には沈線を施文し、沈線下に短沈線を施し

ている。頸部は無文であるが、一部地文が残され

ている。胴部と頸部は３本の沈線を巡らせて区画

し、胴部に鋸歯状に近い蛇行沈線文を垂下させて

いる。地文は単節ＲＬの縄文で縦方向に施してい

る。口径は20㎝、推定される底径は８㎝である。

５は口縁部と頸部の一部が残存している。波状口

縁は４単位であると推定した。波頂下には立体的

に突き出す口唇状の粘土を張り付ける。口縁には

沈線で文様を施文し、口縁の下端にはキザミを施

す。頸部は無文である。推定口径は36㎝である。

名称 長径/㎝ 深さ/㎝ 名称 長径/㎝ 深さ/㎝ 名称 長径/㎝ 深さ/㎝
P1 36 50 P2 56 43 P3 40 56 

第 12 表　第６号住居跡ピット一覧表（第 36 図）

第13表　第６号住居跡出土石器観察表（第44図）
番号 器種 石材 長さ/㎝ 幅/㎝ 厚さ/㎝ 重さ/ｇ 備考
189 石鏃 黒曜石 2.0 1.1 0.4 0.6 

190 石鏃 チャート 2.8 [1.9] 0.4 1.0 

191 石鏃 チャート 3.1 2.2 0.9 5.8 

192 スクレイパー 黒色頁岩 [2.8] [4.7] 1.1 11.8 

193 磨製石斧 9.6 4.8 2.8 243.8 

194 打製石斧 頁岩 [7.2] 4.6 1.7 65.8 

195 磨製石斧 10.2 4.5 2.7 215.6 

196 敲石 頁岩 11.2 2.3 2.3 74.5 
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６～８は加曽利Ｅ系のキャリパー形の深鉢形土器

である。６は口縁部から胴部の一部が残存してい

る。円環状の把手を口縁に貼付し、口縁部は隆帯

とそれに沿った沈線で文様を施している。頸部の

口縁と胴部の区画には沈線を巡らせている。胴部

には懸垂文を施している。地文は単節ＲＬの縄文

を縦方向に施文している。推定口径は27㎝である。

７は口縁部から胴上部が残存している。口縁には

把手を貼付しているが、実測図左側には円環状と

なる把手の一部が残存しており、現存部より大き

な把手であったと推定される。口縁部には隆帯に

よってクランク状に文様を貼付する。胴部には３

本１組の蛇行沈線文を懸垂文として施している。

地文は単節ＬＲの細かな縄文で、口縁は斜めから

横方向に、胴部は斜めから縦方向に施文している。

推定口径は28㎝である。８は口縁部と頸部の一部

が残存している。口縁は波状口縁で、波頂部には

突起を貼付している。残存する頂部は渦巻文を施

し、そこから橋状に隆帯を口縁部に貼付している。

口縁部文様帯は隆帯と沈線によって渦巻文や区画

文を施文している。地文は０段多条ＬＲの縄文を

横や斜め方向に施文している。わずかに残る頸部

は無文となっている。推定口径は27㎝である。

　９は深鉢形土器の胴部である。文様は地文のみ

で、単節ＲＬの縄文を縦方向に施している。施文

後にナデのような整形痕が認められる。

　10は浅鉢形土器で、底部は欠損している。器面

は風化が著しく、調整痕は不明瞭である。口縁部

と胴部との区画にごく浅いナデ状の沈線を巡らせ

ている。胴部は無文である。器面には部分的に赤

彩の痕跡が認められた。輪積み部分で破損してい

ることが観察された。推定口径は44㎝である。

　第39図11～35、第40図36～73、第41図74～109、

第42図110～153、第43図154～182は土器の破片で

である。

　11～14は阿玉台式系の深鉢形土器である。

　15～41は加曽利ＥⅠ式に伴うと考えられる勝坂

式系、中峠式系を含む深鉢形土器の口縁部の破片

である。15～24は把手と突起部分である。15は結

節沈線状に沈線文を施している。16､18､19､22､24

の隆帯上には刻みなどを施していない。25は口縁

部に立体的に隆帯を貼付するもので、隆帯上に沈

線を施文している。26は24と同一個体で、突起部

分が欠損している。27､28は口縁が朝顔状に開く

器形の土器で、肥厚してエラ状に張っている口縁

に隆帯と沈線で文様を施文している。頸部は無文

である。29～32は口縁部が肥厚してエラ状に張っ

ている土器で、口縁部には隆帯を波状に貼付など

をしている。29は単節縦位の縄文を、30は０段多

条ＲＬの縄文を地文としている。33～35は波頂部

の破片で、34は条線を地文としている。36～41は

キャリパー形の器形を持つもので、36、37は口縁

部に端部が渦巻く隆帯を連結して貼付している。

39､40は口縁部に沈線で文様を施文している。41

に地文はなく、隆帯のみで文様を施している。

36､38の地文は撚糸文Ｌである。

　42～131は加曽利Ｅ系の深鉢形土器で、キャリ

パー形となる破片である。42～73は口縁部の破片

である。口縁部文様帯にはいずれも隆帯で渦巻文

やクランク文などの文様を施文している。61､62

は頸部無文帯の一部が認められる。地文は44が単

節ＬＲの縄文、51が無節Ｌの縄文で、他は単節Ｒ

Ｌの縄文を施文している。74～81は口縁部から頸

部の破片である。74､76は同一個体で、口縁部文

様は１本の隆帯で施文している。頸部は狭く隆帯

で区画しており、地文を施文している。胴部文様

は不明である。胴部には懸垂文を施文している。

78は２本１組の隆帯で懸垂文を垂下させ、隆帯間

には沈線で蛇行懸垂文を施文している。80は胴部

と頸部の区画に沈線文を巡らせている。地文は81

が単節ＬＲの縄文で、他はすべて単節ＲＬの縄文

である。82～95は頸部から胴部の破片である。82

～87は、胴部との区画に隆帯を巡らせ、88～95は

沈線文を巡らせている。地文は82､83､86～92､95
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が単節ＲＬの縄文を、84､85､93､94は０段多条Ｒ

Ｌの縄文を施文している。96～132は胴部の破片

である。96から131は、胴部に沈線によって文様

を施文するものである。96は横方向に施文してい

る。97～100は、渦巻文などを施文している。101

～104は蛇行懸垂文を施文している。105～112は

蛇行懸垂文と垂下する懸垂文を交互に施文してい

る。113～131は２本１組や３本１組で垂下する懸

垂文を施文している。112､127～131は沈線文間を

磨り消す磨消懸垂文となっている。118､119は同

一個体で、胎土に金雲母が多量に含まれている。

地文は単節ＲＬの縄文が最も多く､96､99､102～

105､107～111､114～120､123～125､127､128､130､131

が単節ＲＬの縄文を地文として縦方向に施文して

いる。他は97が０段多条のＬＲ､121､122が０段多

条のＲＬで、縦方向に施文している。98､106の地

文は無節Ｌの縄文で、縦方向に施文している。

100､101､126の地文は単節ＬＲの縄文で、縦方向

に施文している。112､113の地文は撚糸文Ｌで縦

方向に施文している。

　129の地文は複節ＬＲＬの縄文で、縦方向に施

文している。132は隆帯を垂下させ、隆帯上に列

点文を施文するもので、曽利系と考えられる。地

文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施文している。

　133～140はキャリパー形以外の深鉢形土器であ

る。133は無文の口縁部に指頭痕が認められる。

地文は単節ＲＬの縄文である。134の地文は単節

ＲＬの縄文で、縦方向に施文している。135はバ

ケツ状の器形で、地文は単節ＲＬの縄文で縦方向

に施文している。136～140は外反する無文の口縁

部を持つもので、頸部が｢く｣字状になり、胴部

との区画に隆帯を巡らせている。136は立体的な

隆帯を巡らすもので、部分的に摘み上げて突起状

に施している。隆帯上には沈線を施文し、突起部

分は渦巻状に施している。地文は０段多条ＲＬの

縄文を縦方向に施文している。137は隆帯が剥落

しており、器面に痕跡が認められる。138､140は

隆帯の上下交互に刺突を行っている。

　141～147は連弧文系の深鉢形土器である。141、

142は口縁部、他は胴部の破片である。地文は141

は条線、142～146は単節ＲＬの縄文、147は撚糸

文Ｌである。

　148は集合沈線によって、弧線文や渦巻文を口

縁部に施文するもので、円錐状の突起部分に渦巻

文を施文している。

　149～153は地文が条線の曽利系深鉢形土器であ

る。149､150は重弧文を施文する口縁部の破片で

ある。151はキャリパー形の口縁部の破片である。

　154～169は地文のみが残る深鉢形土器の胴部破

片である。154､156､157の地文は撚糸文Ｌ、155の

地文は撚糸文Ｒである。地文は、158､161が０段

多条のＬＲ、159､168､169が０段多条のＲＬであ

る。縦方向に施文するが、158は条が縦方向にな

るよう斜めに施文している。160､162～166の地文

は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施文している。

　170～176は深鉢形土器の底部である。

　177～182は浅鉢形土器の破片である。177～179

は丸みを帯びる肩部に文様を施文するもので、

177､179は刻みのある隆帯で区画し、その間に沈

線で弧線文や渦巻文などを施している。178は隆

帯で区画した内側は地文を施文している。地文は

単節ＲＬの縄文で、横方向に施文している。179

の器面は丁寧に磨かれており、器面の内外面に赤

彩が部分的に残存している。180､181は無文の口

縁部の破片である。沈線で胴部を区画している。

182は底部破片である。

　第43図183～188は土製品である。

　183～187は土製円盤である。土器片を利用し、

周辺を打ち割って円盤状に加工している。184は

連弧文系土器の破片を使用している。185は阿玉

台系の土器を使用している。188は粘土塊である。

手で握り潰したような形状となっている。

　第44図は、６号住居跡出土石器である。

　189～191は石鏃である。189は黒曜石製で、薄
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第37図　第６号住居跡出土遺物（１）
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第38図　第６号住居跡出土遺物（２）
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第39図　第６号住居跡出土遺物（３）
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第40図　第６号住居跡出土遺物（４）
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第41図　第６号住居跡出土遺物（５）
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第42図　第６号住居跡出土遺物（６）
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第43図　第６号住居跡出土遺物（７）
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い剥片を素材とし、一次剥離面を残して縁辺を加

工している。190はチャート製で、加工は比較的

丁寧である。左脚部を欠損している。191もチャ

ート製で、肉厚な剥片を素材として、縁辺を加工

している。個々の剥離面が大きく粗雑である。先

端に鋭さがなく肉厚であることから、石鏃の未製

品であると判断した。

　192は、黒色頁岩製のスクレイパーである。刃

部のみが残存している。刃部には磨耗が見られる。

　193､195は、磨製石斧である。193は定角式で、

全面に光沢が見られ、断面が隅丸長方形である。

刃部に刃こぼれによる摩耗が見られる。195も定

角式で、全面に光沢が見られる。断面が隅丸長方

形である。平面はやや長細い。刃部は敲打によっ

て潰れている。

　194は、頁岩製の打製石斧である。短冊形で、

刃部には使用による摩耗が見られる。両側縁に敲

打痕が見られる。基部が欠損している。

　196は、頁岩製の敲石である。棒状の礫を使用し、

上下端部に敲打跡が見られる。

第44図　第６号住居跡出土遺物（８）
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　第７号住居跡（第45図）

　第７号住居跡はＡ区北西壁の中央、Ｂ‐５､６グ

リッドで検出した。

　他住居跡との重複関係は見られなかった。

　他遺構との関係は第14､16号土壙と重複してお

り、第14号土壙に壊され、第16号土壙との新旧関

係は明らかにできなかった。

　覆土には比較的多くのローム粒子が含まれてお

り、自然堆積と考えられる。

　平面形態は円形と推定した。

　規模は、長軸長6.0ｍ、短軸長残存3.4ｍ、深さ

約65㎝、長軸方位はＮ‐12°‐Ｅである。

　炉は調査範囲内からは検出できなかった。

　住居跡の床面から柱穴と考えられるピットを３

本検出した。

　時期は加曽利ＥⅠ式期と推定される。

　第46図～第49図は出土した遺物である。

　第46図１～４は器形復元が可能な土器片で、い

ずれも深鉢形土器である。１は口縁部から胴部が

残存しているもので、キャリパー形に近い器形で

ある。口縁部には耳たぶ状の隆帯を貼付し、下端

を粘土紐で連結させている。隆帯は部分的に渦巻

状に施文している。胴部には２本１組の沈線で、

屈曲の強い蛇行懸垂文を施文している。地文は単

節ＬＲの縄文を斜めから縦方向に施文している。

推定口径は16㎝である。２は口縁から胴部の一部

が残存している。口縁部は無文で、胴部と２本の

沈線を巡らせて区画している。胴部は地文のみが

第45図　第７号住居跡､遺物出土状況
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残っており、複節ＲＬＲの縄文を斜めから縦方向

に施文している。推定口径は31㎝である。３は胴

下半のみ残存している。胴部には１本沈線で、屈

曲の強い蛇行懸垂文を施文している。地文は単節

ＲＬの縄文を縦方向に施文している。４は口縁か

ら胴部が残存している。器面には地文のみを施文

している。地文は単節ＲＬの縄文を施文している。

条を縦方向に垂下するよう斜め方向に施文してい

る。推定口径は21㎝である。

　第47図５～67､第48図68～105､第49図106～112

は土器破片である。

　５～10は阿玉台系土器である。隆帯に沿って結

節沈線文などを施文している。

　11～17は加曽利ＥⅠ式に伴うと考えられる阿玉

台系や勝坂終末、中峠系の土器である。12は把手

部分である。12､13は隆帯上に縄文を施文してい

名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝
P1 35 80 P2 55 33 P3 40 18 

P4 65 36 P5 110 42 

第 14 表　第７号住居跡ピット一覧表（第 45 図）

第15表　第７号住居跡出土石器観察表（第49図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考
120 磨石 安山岩 [6.0] [4.6] 5.3 160.8 被熱

121 敲石 砂岩 [11.9] 4.2 2.8 223.5 

第46図　第７号住居跡出土遺物（１）
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第47図　第７号住居跡出土遺物（２）
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第48図　第７号住居跡出土遺物（３）
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る。14､16はキャリパー形の口縁部の破片である。

15は無文で、頸部に隆帯を巡らせている。17は無

文の口縁部である。11､16の地文は撚糸文Ｌであ

る。12､13の地文は単節ＲＬの縄文である。

　18～58､108は加曽利Ｅ系のキャリパー形の深鉢

形土器の破片である。18～26は口縁部の破片であ

る。隆帯で口縁部文様帯を区画し、渦巻文などを

施文している。隆帯に沿って沈線を施文している。

18～21は加曽利ＥⅠ～Ⅱ式で、22～26は加曽利Ｅ

Ⅲ式であると考えられる。19､20には頸部無文帯

の一部が残存している。18の地文は撚糸文Ｒであ

る。19～21､23､26の地文は単節ＲＬの縄文で、19

は縦方向に、他は口縁部が横方向、胴部は縦方向

に施文している。22､24の地文は複節ＲＬＲの縄

文で、横方向に施文している。27～32は頸部から

胴部の破片である。27､28は頸部と胴部は沈線を

巡らせて区画している。29～32は隆帯を巡らせて

区画している。31､32の胴部には沈線で懸垂文を

垂下させている。27､29～32の地文は単節ＲＬの

縄文で、縦方向に施文している。28の地文は撚糸

文Ｌである。33～57､108は胴部の破片である。33

は隆帯で懸垂文を施文している。34～53は、沈線

で蛇行懸垂文や垂下する懸垂文を施文している。

54～57は沈線間を磨り消す磨消懸垂文を施文して

いる。地文は単節ＲＬの縄文がほとんどを占めて

いる。33､40～43､45～47､53～55､57は単節ＲＬ

の、48､49､51は単節ＬＲの縄文を縦方向に施文し

ている。34～38の地文は撚糸文Ｌである。39の地

文は無節Ｒである。44､50､52の地文は複節ＬＲ

Ｌの縄文で、縦方向に施文している。51の地文は

複節ＲＬＲで、縦方向に施文している。58は口縁

部文様帯を持たないもので、胴上部に逆Ｕ字文を

施文し、文様内を磨り消している。吉井城山類の

文様を持つと考えられる。地文は単節ＲＬの縄文

で、口唇直下に１列横方向に施文し、胴部は縦方

向に施文している。

　59はバケツ状の器形となる深鉢形土器の口縁部

の破片で、口縁部は２本１組沈線で上下に区画

し、区画文内には地文のみを施文している。地文

は無節Ｌの縄文である。口縁部は横や斜め方向、

胴部は縦や斜め方向に施文している。

　60～62は連弧文系の深鉢形土器の破片である。

60､61は口縁部破片である。地文は櫛歯状の条線

で、地文施文後、沈線を３本口縁部に巡らせてい

る。62は胴部の破片で、地文は単節ＲＬの縄文で

ある。

　63～66は無文の口縁部を持つ深鉢形土器の口縁

部の破片である。63､65は口縁が外反し、頸部で

括れる器形である。65は波状口縁で、胴部とは沈

線を巡らせて区画している。64は無文の口縁が内

湾して、頸部で屈曲している。66は面を持つ口端

部に沈線を施文している。

　67～70は地文が条線となる曽利系の深鉢形土器

の胴部破片である。いずれも地文の条線は櫛歯状

となっている。器面には沈線によって懸垂文を施

文している。磨消懸垂文と考えられる。条線は67

～69は縦方向に施文し、70は斜め方向に施文して

いる。

　71～86は地文のみを施している深鉢形土器の胴

部破片である。71の地文は撚糸文Ｒである。72の

地文は撚糸文Ｌである。73～77の地文は単節ＲＬ

の縄文で、73は斜め方向に他は縦方向に施文して

いる。78､79の地文は無節Ｌで、縦方向に施文し

ている。80の地文は複節ＬＲＬの縄文で、縦方向

に施文している。81は単節ＬＲの縄文で、斜めや

縦方向に施文している。82～86の地文は条線であ

る。82は櫛歯状工具で流水文状に施文している。

83～85の条線は細かい櫛歯状である。

　87～93は深鉢形土器の底部の破片である。88は

沈線で蛇行懸垂文と垂下する懸垂文を施文してい

る。90､91の胴部には沈線による懸垂文が認めら

れる。88､90の地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向

に施文している。89の地文は単節ＬＲの縄文で、

縦方向に施文している。一箇所単節ＲＬの縄文を
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縦方向に施文している。

　94～107､109～112は浅鉢形土器の破片である。

94は肩部に文様を施文するもので、無文の開く口

縁部は隆帯で区画し、隆帯に沿って刺突文を施文

している。地文は単節ＲＬの縄文で、斜め方向に

施文している。95､111､112は条線を地文として施

文している。95は斜め方向に施文している。96は

口唇下に沈線を巡らすもので、地文は無節Ｌの縄

文を縦方向に施文している。97は口縁部の内面に

沈線で文様を施文している。98～107､109､110は

器面が無文である。98､100､103､110の器面には赤

彩の痕跡が確認できた。

　第49図113～119は土製品である。

　113～117は土製円盤、118は粘土塊、119は土器

片錘である。

　第49図は、７号住居跡出土石器である。

　120は、安山岩製の磨石である。平坦面は平滑

に摩耗している。大部分を欠損している。被熱に

より赤色化している。

　121は、砂岩製の敲石である。棒状の自然礫を

使用しており、上下端部が敲打で潰されている。

側縁も敲打され、一部は使用で摩耗している。

第49図　第７号住居跡出土遺物（４）
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　第９号住居跡（第50図）

　第９号住居跡はＡ区中央東よりのＤ‐５､６グ

リッドで検出した。

　他住居跡との関係は、第６､８号住居跡と重複

し、これに壊されていた。

　他遺構との重複関係は、第35号土壙と重複し、

これに壊されていた。

　覆土にはローム粒子が比較的多く均一に含まれ

ており、概ね自然堆積と考えられる。

　平面形態は略円形と推定した。

　規模は、長軸長残存範囲4.2ｍ、短軸長残存範

囲2.5ｍ、深さ約60㎝、主軸方位はＮ‐48°‐Ｗで

ある。

　炉跡は、調査範囲内からは検出できなかった。

　床面からは、５本のピットを検出し、柱穴と判

断した。

　時期は、明確にはできなかった。

　第51図～53図は土器破片である。中心的な時期

は加曽利ＥⅠ式期である。

　１､２は阿玉台系と勝坂系の折衷的な深鉢形土

器の破片である。１は隆帯を貼付し、隆帯に沿っ

て爪形文を施文している。２は口縁部の破片で、

隆帯によって区画した内部には結節沈線文を施文

し、隆帯上に刻みを施文している。

　３～24は加曽利ＥⅠ式に伴うと考えられる阿玉

台系や勝坂系、中峠系の深鉢形土器である。３～

８はキャリパー形土器の口縁部で、隆帯上や脇に

文様を施文するものである。３の隆帯上には地文

である０段多条ＬＲの縄文を施文している。４は

口縁部文様帯の区画を沈線で充填するもので、隆

帯上には刻みを施している。５は口縁部文様帯の

区画内に、単節ＲＬの縄文を施文するもので、区

第50図　第９号住居跡､遺物出土状況
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画する隆帯上には刺突文を施している。６は区画

内に刺突文を施文している。７､８は隆帯に沿っ

て、円形刺突文を施文している。区画内には単節

ＲＬの縄文を施文している。９はキャリパー形土

器の口縁部で、沈線文を施文している。10～12は

バケツ状の器形であると考えられる。13～20は隆

帯上に施文が見られないもので、13､14を除きキ

ャリパー形土器である。14は把手部分である。隆

帯で文様を施文している。15は口縁部が無文とな

っている。16､17は口縁部の破片で、隆帯のみ貼

付し地文は施していない。18は把手部分が剥落し

て、区画内には沈線を施文している。19は口縁か

ら頸部が残り、隆帯で区画した内側は沈線を施文

している。地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施

文している。20、24はキャリパー形土器の口縁部

屈曲が強いものである。20は口唇部が四角形状に

面を持つもので、口縁部文様帯は隆帯を施文する。

地文は単節ＬＲの縄文を横方向に施文している。

24は隆帯を弧状に施文するもので、口唇部は四角

形状で狭い無文帯を持っている。地文は撚糸文Ｌ

である。

　25～78は加曽利Ｅ系の深鉢形土器である。キャ

リパー形土器である。25～39は口縁部の破片であ

る。口縁部は、隆帯で頸部や胴部と区画し、口縁

部文様帯内は、隆帯で渦巻文やクランク文などを

施文している。39は沈線が幅広で浅くなるもので、

他と比べ新しい要素を持っている。地文は単節Ｒ

Ｌの縄文が多く、26～29､31～33､35～38に斜めや

横方向に施文している。25の地文は複節ＲＬＲの

縄文で、縦方向に施文している。30､34は０段多

条ＲＬの縄文で横方向に施文している。39の地文

は複節ＬＲＬで、横方向に施文している。40～51

は頸部から胴部の破片で、40～43は頸部を隆帯で

区画し、42、43の胴部には磨消懸垂文を施文して

いる。45～51は沈線で区画している。45､46は頸

部に無文帯が認められる。40、49の地文は撚糸文

Ｌである。41～43､45､48､51の地文は単節ＲＬの

縄文で、41､51は斜め方向に施文し、他胴部は縦

方向に施文している。47、50の地文は０段多条Ｒ

Ｌの縄文である。52～75は胴部の破片である。

52､53は隆帯で文様を施文するもので、渦巻文の

一部と考えられる。54～71は沈線で、蛇行懸垂文

や垂下する懸垂文を施文している。垂下する２本

１組や３本１組の懸垂文間に明確な磨り消しは認

められない。72～75は垂下する磨消懸垂文を施文

するもので、75は口縁部の文様が一部残るのもの

で、器形に括れがほとんどない。地文は単節ＲＬ

の縄文が多い。56～64､66､68～75が相当する。い

ずれも縦方向に施している。53､54の地文は撚糸

文Ｌである。55の地文は無節Ｌである。52､65が

単節ＬＲの縄文を、67が０段多条ＬＲの縄文を地

文として縦方向に施文している。76～78は口縁部

文様帯を持たない土器である。76､77は吉井城山

類の土器で、地文は単節ＲＬの縄文で、口唇下一段

分が横方向に、他は縦方向に施文している。78は

微隆起線文で、大型渦巻文を施文する土器である。

　79は無文の開く口縁部を持つ器形の深鉢形土器

で、胴部には単節ＲＬの縄文を地文として施文し

ている。

　80～84は連弧文系の深鉢形土器の破片である。

80は頸部周辺の破片である。地文は撚糸文Ｌであ

る。81～83は胴部の破片で、単節ＲＬの縄文を地

文として縦方向に施文している。84は口縁部の破

片で、地文は条線である。

　85～92は地文が条線となる曽利系の深鉢形土器

の破片である。85は重弧文系の土器の口縁部であ

名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝ 名称 長径／㎝ 深さ／㎝
P1 27 73 P2 56 30 P3 36 43 

P4 42 40 P5 40 25 

第 16 表　第９号住居跡ピット一覧表（第 50 図）
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第51図　第９号住居跡出土遺物（１）
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第52図　第９号住居跡出土遺物（２）
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第53図　第９号住居跡出土遺物（３）
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る。86～89は器形がキャリパー形となるものであ

る。

　93～108は地文のみが残る深鉢形土器の胴部の

破片である。93～96､103の地文は撚糸文Ｌである。

97の地文は撚糸文Ｒである。98～101の地文は単

節ＲＬの縄文である。102の地文は無節Ｌである。

104～108の地文は条線である。

　109～112は深鉢形土器の底部である。

　113～123は浅鉢形土器である。113～115は肩部

に文様帯を持つもので、113は隆帯を施文し、地

文は列点文を施している。114は沈線で文様を施

文している。116～122は口縁部の破片である。

　117は重ね付けした粘土が剥落し、生地部分が

露出している。生地部分には指頭による圧痕が連

続して残っており、指紋も確認できる。123は胴

部の破片で、内外面に赤彩の痕跡が認められる。

　124､125は後期堀之内式土器の胴部破片である。

沈線文のみ施文している。

　第54図126～128は出土した土製品である。いず

れも土製円盤で、深鉢形土器の破片を打ち欠いて

円形に加工している。

　第54図は、９号住居跡出土石器である。

　129､130は、石鏃である。129は黒曜石製で無茎、

基部が平坦で先端を欠損する。130は、チャート

製で無茎、基部が平坦で個々の剥離面が大きく粗

雑であり、未製品の可能性がある。

　131は、安山岩製の磨石である。周縁部を加工

している。平坦面は平滑に摩耗している。大部分

を欠損している。

　132は、磨製石斧である。132は定角式で、表面

全体に剥落が認められるが、これは使用ではなく

風化によるものと考えられる。断面が隅丸長方形

である。平面形は長細い。刃部は使用によって剥

離している。

第17表　第９号住居跡出土石器観察表（第54図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考
129 石鏃 黒曜石 [1.1] 1.1 0.4 0.4 

130 石鏃 チャート 2.8 1.9 0.8 3.7 

131 磨石 安山岩 [6.7] [4.9] 5.3 174.7 

132 磨製石斧 12.7 5.1 2.6 283.1 

第54図　第９号住居跡出土遺物（４）
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（２）炉跡

　第１号炉跡（第55図）

  第１号炉跡は、Ｇ‐９グリッドで検出した。

　周辺からは、関連する施設は検出できなかった。

　第55図１は炉体土器である。深鉢形土器で、口

縁部文様帯部分を埋設して使用している。口唇部

付近の被熱が著しい。頸部は、残存するが口縁部

の約１/３が欠損している。口唇部は角頭状で、

狭い無文部分が口唇下に巡る。口縁部文様帯には、

平坦面をつけた隆帯で三角区画を作り、その内側

を沈線で文様を施文している。三角区画文内には、

渦巻文やＶ字状文など、それぞれ違う文様を施文

しているが、欠損部分も多く、その文様の配置は

不明である。実測図の中央の区画内は隆帯で立体

的な渦巻文を施文している。その左側区画内の渦

巻文も細い隆帯を貼付している。わずかに残って

いる胴部には地文が確認できる。単節ＲＬの縄文

と考えられる。残存部から口径は30㎝である。

勝坂式末葉の土器と推定される。

　第２号炉跡（第55図）

  第２号炉跡も、第１号炉跡同様にＧ‐９グリッ

第55図　第１､２号炉跡､出土遺物
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ドで検出した。

　周辺からは、関連する施設は検出できなかった。

　第55図２は第２号炉跡から出土した炉体土器で

ある。口縁部は欠損している。底部は打ち欠いて

埋設したと考えられる。深鉢形土器で、粗雑に作

られている。残存する胴部には地文のみを施文し

ている。底部周辺は、地文施文後にナデ状の器面

調整を加えて地文を磨り消している。部分的に、

胴中央付近まで調整を行っている。地文は無節Ｌ

で、縦方向に施文している。土器の時期は加曽利

ＥⅠ式期と考えられるが、詳細な時期は不明であ

る。

（３）埋甕

　第１号埋甕（第56図）

　第１号埋甕は、Ｅ‐８グリッドで検出した。

　周辺からは、関連する施設は検出できなかった。

　第56図１～４は、出土した土器である。１は埋

甕として埋設されていた深鉢形土器である。胴部

のみ残存している。埋設時に底部を破損させたと

考えられる。口縁部は埋設後に欠損したと考えら

れる。胴部には地文のみを施文している。０段多

条のＲＬの縄文を斜め縦方向に施文し、条を縦方

向になるような効果を出している。

　２～４は周辺で検出した土器破片であるが、す

べて別個体の破片であり、１と同一個体のものは

検出できなかった。土器の時期は加曽利ＥⅠ式期

である。

第56図　第１号埋甕､出土遺物
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（４）小竪穴状遺構（第57～65図）

　浅間下遺跡からは土壙を50基検出したが、この

中の37基は下総台地に典型的に見られるとされる

いわゆる小竪穴状遺構である。

　調査時に土壙としたものは、番号を変えず、名

称を土壙と小竪穴状遺構に分離した（第18表）。

この結果、土壙が13基、小竪穴状遺構が37基とな

った。煩雑さを避けるため、図面は両者を一括し

て第57～65図に掲載し、略号はＳＫのままとした。

　小竪穴状遺構は貯蔵用の施設、墓壙、あるいは、

前者が転用された墓壙と考えられる。平面形態は

円形で、立ち上がりは垂直に近く、比較的深い状

態で検出した。底面中央にはピットが見られ、特

徴的に遺物が出土する例も散見される。

　例えば、第15号､37号､48号小竪穴状遺構では深

鉢が、第22号､23号小竪穴状遺構では浅鉢がほぼ

完形で出土しているが、いずれも遺構の片隅に寄

った形で検出されている点に、特徴が認められる。

　第18表に小竪穴状遺構の諸元を提示した。

　第67図～第99図は出土遺物である。

第３号小竪穴状遺構出土遺物（第67図１､第76図

１～９）

　第67図１は深鉢形土器の胴下半から底部である。

胴部には地文のみを残し、単節ＲＬの縄文を縦方

向に施文している。底部周辺には地文を施文して

いない。底部内外面に被熱の痕跡が認められる。

第76図１～９は土器破片である。１､２は阿玉台

系で、１は結節沈線を施文している。３～８は深

鉢形土器の胴部である。３～５は地文のみを施文

している。３､５の地文は単節ＬＲ、４は０段多

条ＲＬの縄文である。６～８は無文である。９は

深鉢形土器の底部である。遺構の時期は、第67図

１から、勝坂式末から加曽利ＥⅠ式と推定される。

第６号小竪穴状遺構出土遺物（第67図２、第76

図10～50）

　６号小竪穴状遺構は、６ａ､６ｂに分かれてい

るが、遺物は一括して図示した。第67図２はキャ

調査時の名称 新しい名称
１号土壙 １号土壙
２号土壙 2号土壙
３号土壙 ３号小竪穴状遺構
４号土壙 ４号小竪穴状遺構
５号土壙 ５号土壙
６a号土壙 ６a号小竪穴状遺構
６b号土壙 ６b号小竪穴状遺構
７号土壙 ７号小竪穴状遺構
８号土壙 ８号小竪穴状遺構
９号土壙 ９号小竪穴状遺構
10号土壙 10号小竪穴状遺構
11号土壙 11号小竪穴状遺構
12号土壙 12号小竪穴状遺構
13号土壙 13号小竪穴状遺構
14号土壙 14号小竪穴状遺構
15号土壙 15号小竪穴状遺構
16号土壙 16号小竪穴状遺構
17号土壙 17号小竪穴状遺構
18号土壙 18号小竪穴状遺構
19号土壙 19号土壙
20号土壙 20号土壙
21号土壙 21号小竪穴状遺構
22号土壙 22号小竪穴状遺構
23号土壙 23号小竪穴状遺構
24号土壙 24号小竪穴状遺構
25号土壙 25号小竪穴状遺構
26号土壙 26号小竪穴状遺構
27号土壙 27号小竪穴状遺構
28号土壙 28号小竪穴状遺構
29号土壙 29号小竪穴状遺構
30号土壙 30号小竪穴状遺構
31号土壙 31号土壙
32号土壙 32号土壙
33号土壙 33号土壙
34号土壙 34号土壙
35号土壙 35号小竪穴状遺構
36号土壙 36号小竪穴状遺構
37号土壙 37号小竪穴状遺構
38号土壙 38号小竪穴状遺構
39号土壙 39号小竪穴状遺構
40号土壙 40号小竪穴状遺構
41号土壙 41号小竪穴状遺構
42号土壙 42号土壙
43‐1号土壙 43a号土壙
43‐2号土壙 43ｂ号小竪穴状遺構
44号土壙 44号小竪穴状遺構
45号土壙 45号土壙
SJ3下ＳＫ１ 46号小竪穴状遺構
SJ3下ＳＫ２ 47号土壙
SJ4内土器集中 48号小竪穴状遺構

第 18 表　小竪穴状遺構と土壙の分別
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リパー形の深鉢形土器の胴部から底部である。２

本１組の沈線を垂下させた懸垂文を９単位施文し

ている。地文は複節ＬＲＬの縄文を施文している。

第76図10～48は土器破片である。10､11､13は阿玉

台系の深鉢形土器である。10は口縁部で、結節沈

線文を施している。11は胎土に金雲母を多く含む

土器で、波状沈線文や、ひだ状に施した爪形文や、

ペン先状の刺突列を施文している。13は三角形状

の区画内に刺突列を施文している。12は中峠系の

深鉢形土器である。14は隆帯上にも縄文を施文し

ている。地文は単節ＲＬの縄文である。15～29は

キャリパー形の深鉢形土器である。15～18は口縁

部から頸部で、18の頸部は無文帯を持ち、沈線文

を巡らせて胴部と区画している。19、20は頸部と

の区画に隆帯を用いている。21～29は胴部で、21

は隆帯で文様を施文している。22～29は沈線で、

第19表　小竪穴状遺構一覧表（第57～66図）

旧名称 新名称 グリッド 平面形 長軸方位 長軸×短軸/ｍ 深さ/cm 重複遺構

SK3 ３号小竪穴状遺構 A・B‐6 楕円形 N‐52°‐E 〔2.15〕×〔1.50〕 60 SK5新旧不明
SK4 ４号小竪穴状遺構 A‐6 円形？ N‐10°‐E 1.20×0.50 88 SJ5（旧）
SK6a ６a号小竪穴状遺構 C‐5・6 隅丸長方形 N‐9°‐W 3.95×2.35 53
SK6b ６b号小竪穴状遺構 C‐5・6 円形 N‐0° 1.90 85
SK7 ７号小竪穴状遺構 C‐5・6 楕円形 N‐39°‐W 〔2.69〕×2.13 78
SK8 ８号小竪穴状遺構 C‐6 円形 N‐17°‐W 2.36×〔2.16〕 77
SK9 ９号小竪穴状遺構 C‐6 楕円形 N‐59°‐W 〔2.88〕×2.18 96
SK10 10号小竪穴状遺構 B‐6 円形 N‐35°‐W 2.54×（2.45） 85 SK11（旧）
SK11 11号小竪穴状遺構 B‐6 円形 N‐54°‐E 2.23×2.08 92 SK10（新）
SK12 12号小竪穴状遺構 B・C‐6 楕円形 N‐83°‐W 3.53×2.17 45 尖頭器
SK13 13号小竪穴状遺構 B‐6 円形 N‐3°‐E 2.57×2.56 68
SK14 14号小竪穴状遺構 B‐5・6 楕円形 N‐55°‐W 4.23×2.36 85 SK13・16新旧不明　SJ7（旧）
SK15 15号小竪穴状遺構 C‐6 円形 N‐52°‐W 2.50×2.50 72
SK16 16号小竪穴状遺構 B‐6 円形 N‐49°‐W 1.65×1.60 10 SK7と新旧不明
SK17 17号小竪穴状遺構 D‐7 楕円形 N‐48°‐W 2.00×1.72 82 SK18（旧）
SK18 18号小竪穴状遺構 D‐7 円形 N‐53°‐W 2.30×（1.76） 63 SK17（新）
SK21 21号小竪穴状遺構 D‐6 楕円形 N‐12°‐W 2.60×2.24 55
SK22 22号小竪穴状遺構 D‐7・8 楕円形 N‐44°‐W 2.92×2.04 65
SK23 23号小竪穴状遺構 D‐7 円形 N‐15°‐W 2.45×2.23 75
SK24 24号小竪穴状遺構 C‐6 楕円形 N‐39°‐E 2.50×2.31 100
SK25 25号小竪穴状遺構 C・D‐6 楕円形 N‐68°‐W 2.78×（2.42） 84 SK27新旧不明
SK26 26号小竪穴状遺構 C・D‐6 楕円形 N‐7°‐W 2.25×1.95 74 SK27（旧）
SK27 27号小竪穴状遺構 C‐6 円形 N‐12°‐E 2.30×（2.18） 63 SK26（新）SK25新旧不明
SK28 28号小竪穴状遺構 C‐6 円形 N‐29°‐W 2.70×（2.40） 80 SK29（旧）
SK29 29号小竪穴状遺構 C‐6 楕円形？ N‐72°‐W （2.00）×（1.40） 65 SK28（新）
SK30 30号小竪穴状遺構 D‐6・7 楕円形 N‐82°‐W 2.80×2.13 77 SK31新旧不明
SK35 35号小竪穴状遺構 E‐6 楕円形？ N‐44°‐E （1.77）×（1.70） 45 SJ9（旧）
SK36 36号小竪穴状遺構 D‐7 楕円形？ N‐50°‐W （1.73）×1.70 50 （D・E‐7）SK43新旧不明
SK37 37号小竪穴状遺構 E‐7 円形 N‐21°‐W 2.10×1.98 70
SK38 38号小竪穴状遺構 E‐7・8 円形 N‐34°‐E 2.40×〔2.40〕 67
SK39 39号小竪穴状遺構 E‐7 不明 N‐28°‐E 2.50×？ 80 SK40新旧不明
SK40 40号小竪穴状遺構 E‐7 不明 N‐15°‐E 2.00×？ 84
SK41 41号小竪穴状遺構 E‐8 楕円形 N‐34°‐W 2.07×1.80 78
SK43 43b号小竪穴状遺構 D・E‐7 円形 N‐50°‐W 1.80×1.60 74 SK36新旧不明
SK44 44号小竪穴状遺構 D‐6 楕円形 N‐5°‐E 2.13×1.72 77 SK32新旧不明
SJ3下1 46号小竪穴状遺構 F‐9 楕円形 N‐47°‐E 1.50×1.25 29 SJ3（新）
SJ4内土器集中 48号小竪穴状遺構
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第57図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（１）
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第58図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（２）
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第59図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（３）
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第60図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（４）
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第61図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（５）
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第62図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（６）
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第63図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（７）

垂下する懸垂文や蛇行懸垂文を施文している。29

は磨消懸垂文を施文している。地文として16は単

節ＬＲの縄文を、19は撚糸文Ｒを施文している。

他は単節ＲＬの縄文を施文している。30～32は曽

利系の深鉢形土器である。30､31は剥落している

が、重弧文土器の口縁部である。33は外反する口

縁部が無文となる。34は加曽利Ｅ式末葉の土器で、

口縁部文様帯はなく、口縁部は狭い無文帯となっ
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第64図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（８）

ている。地文は単節ＲＬの縄文である。35～43は

地文のみを施文している深鉢形土器の胴部である。

35～38は撚糸文Ｌを、39は無節Ｌの縄文を、40は

単節ＬＲの縄文を地文としている。41～43の地文
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第65図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（９）
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は条線で、43は流水文状に施文している。44～48

は深鉢形土器の底部である。44は単節ＲＬの縄文

を、45は単節ＬＲの縄文が羽状に器面に残されて

いる。49､50は土製円盤である。出土土器の主体

となる時期は加曽利ＥⅠ式である。

第７号小竪穴状遺構出土遺物（第67図３、第77

図１～37）

　第67図３はキャリパー形の深鉢形土器である。

地文はＲＬ単節の縄文で、縦からやや斜め方向に

施文している。第77図１～６は阿玉台系、勝坂系

の土器である。１､２､６は胎土に金雲母を多量に

含んでいる。１､２､４は口縁部で、１は波状口縁

の波頂部に扇状把手を貼付するもので、先端には

２本の凹線を施している。２は先端が皿状に凹む

突起を貼付するもので、縁に刻みを入れてひだ状

にしている。４は隆帯上に、半截竹管で刺突を施

している。３､５､６は胴部で、３は隆帯に沿って

角押文を施文している。７～21はキャリパー形の

深鉢形土器である。７は加曽利Ｅ式系の土器であ

る。10､11は頸部が残るもので、胴部との区画は

沈線を巡らせている。12は２本１組の隆帯で懸垂

文を施文している。13～21は沈線で懸垂文を施文

するもので、20､21は磨消懸垂文を施文している。

地文として20は単節ＬＲの縄文を、他は単節ＲＬ

の縄文を施文している。22～25はキャリパー形以

外の器形の深鉢形土器である。22､23は連弧文系

の深鉢形土器である。地文は撚糸文Ｌで、22の口

唇直下は横方向に施文している。24は口縁部が開

き無文となる深鉢形土器の口縁部である。25は波

状口縁で、波頂部にはボタン状突起を貼付する。

第66図　縄文時代の小竪穴状遺構と土壙（10）
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地文単節ＲＬの縄文である。26～29は地文のみが

残る深鉢形土器の胴部である。26の地文は単節Ｒ

Ｌの縄文で、27の地文は０段多条ＬＲの縄文、28

の地文は単節ＬＲの縄文である。29の地文は櫛歯

状の条線である。30～32は深鉢形土器の底部であ

る。33は壺状になる土器と考えられる。地文は単

節ＲＬの縄文で、横方向に施文している。34､35

は浅鉢形土器である。34は地文が単節ＲＬの縄文

で、横方向に施文している。36､37は土製円盤で

ある。出土土器の時期は、加曽利ＥⅠ式である。

第８号小竪穴状遺構出土遺物（第67図４、第78

図１～33）

　第67図４は浅鉢形土器である。口縁部から肩部

にかけて橋状把手を貼付している。第78図１～33

は土器破片である。１は勝坂系、２は阿玉台系の

深鉢形土器である。１は隆帯上に刻みを施してい

る。３～23はキャリパー形の深鉢形土器である。

３～７は古い様相を持つ口縁部から頸部である。

３､５､６の頸部は無文帯を持っている。３は頸

部と胴部を沈線で区画している。３の地文は撚糸

文Ｌである。４の地文は単節ＲＬの縄文で、５は

単節ＬＲの縄文である。７は０段多条ＲＬの縄文

を施文している。８～10は新しい様相を持つ口縁

部である。８､10の地文は単節ＲＬの縄文で、９

は単節ＬＲの縄文である。11～23は胴部である。

11～21は沈線で、蛇行懸垂文や懸垂文を施文して

いる。16～21は磨消懸垂文となっている。22､23

は隆帯で文様を施文する。12は地文として撚糸文

Ｌを、16は無節Ｒの縄文を、13～15､19､21､22は

単節ＲＬの縄文を、17､23は単節ＬＲの縄文を

18､20は複節ＬＲＬの縄文を縦方向に施文してい

る。24､25はキャリパー形以外の器形の深鉢形土

器である。24は開く無文の口縁部である。25は波

状口縁部で、波頂部には渦巻文を施文している。

26は曽利系の深鉢形土器の胴部である。27～30は

地文のみが残る深鉢形土器の胴部である。27～29

の地文は単節ＲＬの縄文である。30は条線を地文

としている。31､32は深鉢形土器の底部で、単節

ＲＬの縄文を地文としている。33は浅鉢形土器の

口縁部の破片である。出土土器は加曽利ＥⅠ式と

加曽利ＥⅢ式が混在している。

第９号小竪穴状遺構出土遺物（第67図５、第79

図１～43）

　第67図５は深鉢形土器である。地文は単節ＲＬ

の縄文で縦から斜め方向に施文している。第79図

１～43は土器破片である。１､２､５は阿玉台系の

深鉢形土器である。１､２は口縁部で、１は波頂

部に鶏冠状の突起を持っている。５は胎土に金雲

母を含んでいる。３､４は中峠系の深鉢形土器の

口縁部である。６～27はキャリパー形の深鉢形土

器である。６～14は口縁部の破片で、13､14は同

一個体である。６は突起部分の破片である。突起

の頂部は面を持ち、渦巻文を施文している。７､

８は口縁部に立体的に隆帯で渦巻文様を施文する

ものである。地文として７､10､11､13､14は単節Ｒ

Ｌの縄文を施文している。８は０段多条ＬＲの縄

文を、12は無節Ｌの縄文を地文としている。15～

17は頸部の破片である。15､16は隆帯で、17は沈

線で頸部と胴部を区画している。15､16の地文は

単節ＲＬの縄文で、17は０段多条ＲＬの縄文であ

る。18～27は胴部である。18～22は沈線で蕨手文

やクランク文などを施文するもので、18､19は同

一個体である。地文はいずれも単節ＲＬの縄文で

ある。23～27は２本または３本１組の沈線で、懸

垂文を施文している。26､27は磨消懸垂文である。

地文は24が単節ＬＲの縄文で、他は単節ＲＬの縄

文である。28～29､31は連弧文系の深鉢形土器で

ある。地文はいずれも単節ＲＬの縄文を施文して

いる。31の胎土には多量の金雲母が混入している。

32～36は地文のみが残存する深鉢形土器の胴部で

ある。32～34の地文は単節ＲＬの縄文で、35､36

は櫛歯状の条線である。37～40は深鉢形土器の底

部である。38の地文は単節ＲＬの羽状縄文である。

39は沈線による懸垂文の一部と、地文である単節



― 82 ―

第67図　小竪穴状遺構の出土遺物（１）
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第68図　小竪穴状遺構の出土遺物（２）
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第69図　小竪穴状遺構の出土遺物（３）
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第70図　小竪穴状遺構の出土遺物（４）
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第71図　小竪穴状遺構の出土遺物（５）
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第72図　小竪穴状遺構の出土遺物（６）
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第73図　小竪穴状遺構の出土遺物（７）
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第74図　小竪穴状遺構の出土遺物（８）
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第75図　小竪穴状遺構の出土遺物（９）
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第76図　小竪穴状遺構の出土遺物（10）

ＲＬの縄文を施文している。41～43は浅鉢形や鉢

形土器である。出土した土器の時期は加曽利ＥⅠ

式～ＥⅢ式期である。

第10号小竪穴状遺構出土遺物（第80図１～22）

　１～５は阿玉台系の深鉢形土器で、１～４の胎

土には多量の金雲母が含まれている。１は波状口

縁の扇状把手部分である。地文は単節ＲＬの縄文

である。６～15はキャリパー形の深鉢形土器であ

る。６～９は口縁部の破片である。６は地文であ

る撚糸文Ｒを口縁部は横方向に、胴部は縦方向に
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施文している。７～９の地文は単節ＲＬの縄文で

ある。10～15は頸部から胴部である。２本または

３本１組の沈線を、懸垂文としている。10～13の

沈線間は狭いが、磨消懸垂文である。16､17は連

弧文系の深鉢形土器である。16は口唇下に沈線を

巡らせている。地文は条線である。17の地文は単

節ＲＬの縄文である。18は地文のみ残る深鉢形土

器の胴部である。単節ＲＬの縄文を地文としてい

る。19～22は鉢形や浅鉢形土器である。21は地文

である櫛歯条の条線を、流水文状に施文している。

第77図　小竪穴状遺構の出土遺物（11）
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土器が混在しており、詳細な時期は不明である。

第11号小竪穴状遺構出土遺物（第80図23～49）

　24～29､35は阿玉台系、勝坂系の深鉢形土器で

ある。25､35は同一個体の口縁部で、単節ＲＬの

縄文を施文している。26は勝坂系の土器である。

23､30～33はキャリパー形の深鉢形土器である。

23はメガネ状把手を口縁部に貼付している。地文

は撚糸文Ｌである。30～33は胴部で、沈線による

懸垂文を施文している。地文は31､32が単節ＲＬ

の縄文、30､33は単節ＬＲの縄文である。34は無

文で口縁部が直線的に外反する器形の土器である。

35､36は曽利系の深鉢形土器で、36は口縁部に渦

巻文を施文している。37は地文が条線の、キャリ

パー形の口縁部である。38～44は地文のみを施文

している深鉢形土器の胴部で、38は単節ＬＲ、39

～41は単節ＲＬの縄文、42は撚糸文Ｒ、43､44は

第78図　小竪穴状遺構の出土遺物（12）



― 94 ―

第79図　小竪穴状遺構の出土遺物（13）
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第80図　小竪穴状遺構の出土遺物（14）
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第81図　小竪穴状遺構の出土遺物（15）
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第82図　小竪穴状遺構の出土遺物（16）

条線を地文とする。45～48は深鉢形土器の底部、

49は浅鉢形土器の口縁部である。出土土器の主な

時期は加曽利ＥⅠ式と考えられる。

第12号小竪穴状遺構出土遺物（第67図６、第81

図１～29）

　第67図６は浅鉢形土器で、口唇部は文様帯とな

り、隆帯とそれにそった沈線で、渦巻文などを施

文している。地文は単節ＲＬの縄文である。第81

図１～29は土器破片である。１～16はキャリパー

形の深鉢形土器である。６のみ隆帯で施文してい

る。他は沈線で懸垂文を施文している。地文とし

て２､14は単節ＬＲの縄文を、３～10､12､13､15
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第83図　小竪穴状遺構の出土遺物（17）
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第84図　小竪穴状遺構の出土遺物（18）
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第85図　小竪穴状遺構の出土遺物（19）
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第86図　小竪穴状遺構の出土遺物（20）
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第87図　小竪穴状遺構の出土遺物（21）
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第88図　小竪穴状遺構の出土遺物（22）
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第89図　小竪穴状遺構の出土遺物（23）
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第90図　小竪穴状遺構の出土遺物（24）
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は単節ＲＬの縄文を施文している。11の地文は０

段多条ＲＬの縄文で、16の地文は撚糸文Ｌである。

17､18は連弧文系の深鉢形土器である。17の連弧

文様内は磨消縄文となっている。17､18の地文は

撚糸文Ｌである。19､20は口唇部無文の深鉢形土

器である。21は地文が列点文の深鉢形土器の口縁

である。22は単沈線状の条線が地文となる曽利系

の深鉢形土器の胴部である。23～25は単節ＲＬの

地文のみを施文している深鉢形土器の胴部である。

26､27は深鉢形土器、28､29は浅鉢形土器の底部破

片である。26の地文は単節ＬＲの縄文である。土

器の時期は、阿玉台式から加曽利ＥⅠ式期である。

第13号小竪穴状遺構出土遺物（第81図30～50）

　30､31は勝坂系、32､33は阿玉台系の深鉢形土器

である。30は把手部分である。34～41はキャリパ

ー形の深鉢形土器である。34～37は口縁部から頸

部である。34の地文は撚糸文Ｌで、横方向に施文

している。35～37の地文は単節ＲＬの縄文である。

39～41は胴部で、沈線によって蛇行懸垂文や垂下

する懸垂文を施文している。38は撚糸文Ｌ、39は

単節ＬＲの縄文を縦位、40は単節ＲＬの縄文、41

は複節ＬＲＬの縄文を地文とする。42は地文が条

線となる曽利系の深鉢形土器の胴部である。43～

49は地文のみを施文している深鉢形土器の胴部で

ある。44～46の地文は単節ＲＬの縄文、47は無節

Ｌ、48は０段多条ＬＲの縄文、49は条線である。

50は浅鉢形土器の口縁部である。出土土器の主体

となる時期は、加曽利ＥⅠ式期である。

第14号小竪穴状遺構出土遺物（第82図１～34）

　１～20はキャリパー形の深鉢形土器である。

１､14は中峠系に近い土器で、１は口縁部に隆帯

を波状に貼付している。地文は単節ＲＬの縄文で

ある。14は胴部で、垂下する隆帯上には地文であ

る単節ＲＬの縄文を施文している。２～６は口縁

部で、４の頸部は無文帯となっている。地文は３

が撚糸文Ｌである。地文は４､６が単節ＲＬ、５

第91図　小竪穴状遺構の出土遺物（25）
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第92図　小竪穴状遺構の出土遺物（26）
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第93図　小竪穴状遺構の出土遺物（27）
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第94図　小竪穴状遺構の出土遺物（28）
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第95図　小竪穴状遺構の出土遺物（29）
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は単節ＬＲの縄文で、４､５は横方向、６は縦方

向に施文している。７～10は頸部から胴部である。

９は沈線で区画した頸部に、平行沈線文と波状沈

線文を施文している。地文は８が無節Ｌの縄文で、

他は単節ＲＬの縄文を縦方向に施文している。11

～20は胴部で、11～19は沈線で渦巻文や懸垂文を

施文している。20は隆帯で懸垂文を施文している。

地文は18が複節ＬＲＬの縄文で、他は単節ＲＬの

縄文を縦方向に施文している。21､22は地文が条

線となる曽利系深鉢形土器の胴部である。23～28

は地文のみが残る深鉢形土器である。地文は23～

25が単節ＲＬの縄文、26～28が条線である。

29､30は底部である。31～33は鉢または浅鉢形土

器の口縁部である。31､32は胴部に条線を施文し

ている。34は土製円盤である。出土した土器の時

期は加曽利ＥⅠ式から加曽利ＥⅢ式期である。

第15号小竪穴状遺構出土遺物（第68図７､８、第

83図１～46、第84図47～68）

　第68図７はキャリパー形の深鉢形土器で、口縁

部は平縁、胴部には沈線で垂下する懸垂文と蛇行

懸垂文を交互に３単位ずつ６箇所施文している。

懸垂文は３本１組で施文するが、蛇行懸垂文のう

ち１箇所のみ２本１組の沈線で施文している。懸

垂文の位置に合わせ口縁部の渦巻文を施文してい

る。破損のため確実ではないが、１箇所渦巻文を

配していない。２本１組の蛇行懸垂文上の渦巻文

を狭い区画内に配している。懸垂文の沈線間は磨

消縄文を施文している。地文は単節ＲＬの縄文で、

縦方向に施文する。８は鉢形土器で文様は隆帯と

それに沿わせた沈線によって、楕円形状の区画文

を施文している。胴部には単節ＲＬの縄文を斜め

方向に施文している。第83図１～46、第84図47～

第96図　小竪穴状遺構の出土遺物（30）
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ＳＫ30～34、42～44周辺

第97図　小竪穴状遺構の出土遺物（31）
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65は土器破片である。１～３は阿玉台系や勝坂系

の深鉢形土器の口縁である。１は隆帯を貼付し、

器面には細かい波状沈線文を施文している。２､

３は深鉢形土器口唇部に地文である単節ＲＬの縄

文を横方向に施文している。４～41はキャリパー

形の深鉢形土器である。４～17は口縁部である。

４～９は口唇下に沈線を巡らせ、その下に隆帯を

巡らせている。10～15は口唇部に隆帯を貼付して

いる。地文として、４､９､10､12～15は単節ＲＬ

の縄文を､４は横方向に他は縦方向に施文してい

る。５､７､８は複節ＬＲＬの縄文を地文として

おり、５､７は縦方向、８は横方向に施文している。

11､16､17の地文は単節ＬＲの縄文で、11は縦方向、

16は横方向、17は斜め方向に施文している。18、

19は頸部から胴部で、地文は単節ＲＬの縄文を縦

方向に施文している。20～41は胴部である。沈線

によって蛇行懸垂文や垂下させる懸垂文を施文し

ている。25～41は磨消懸垂文である。31の胎土に

は金雲母が多量に含まれている。地文として、

20､21は０段多条ＲＬの縄文を縦方向に施文して

いる。22､24､27､31～34､36～38は単節ＲＬの縄

文を地文として、縦方向に施文している。

23､25､26､29､35､41の地文は単節ＬＲの縄文で、

縦方向に施文している。39､40の地文は複節ＬＲ

Ｌの縄文で、縦方向に施文している。42～44はキ

ャリパー形以外の器形の深鉢形土器の口縁部であ

る。42の波頂部にはボタン状の突起を貼付してい

る。43､44は中期末葉の土器と考えられる。42、

43の地文は単節ＲＬの縄文で、44は単節ＬＲの縄

文で、縦方向に施文している。45､46は連弧文系

の深鉢形土器である。地文は単節ＲＬの縄文で、

縦方向に施文している。47～50は曽利系の深鉢形

土器である。地文が縄文のものもあるが、ここに

含めた。器形はキャリパー形である。47は単節Ｒ

Ｌの縄文を、50は複節ＬＲＬの縄文を施文してい

る。49は口縁部に隆帯を縦方向に施文するもので、

部分的に渦巻文を施文している。51～57は地文の

みを施文している深鉢形土器の胴部である。

51､52は単節ＲＬの縄文、55は単節ＬＲの縄文、

53、54は０段多条ＬＲの縄文を縦方向に施文して

いる。56､57は条線と撚糸文を組み合わせて施文

している。58～61は深鉢形土器の底部である。61

には網代痕が認められた。62は壺状になる土器の

口縁部と考えられる。64は浅鉢形土器の肩部であ

る。65は赤彩が器面に残るもので、鉢形土器と考

えられる。66～68は土製品である。66､67は土器

片錘である。68は土製円盤である。遺構の時期は

第68図７から、加曽利ＥⅢ式期と推定される。

第16号小竪穴状遺構出土遺物（第84図69～78）

　69～71はキャリパー形の深鉢形土器である。69

は口縁部で、地文は複節ＬＲＬの縄文を縦方向に

施文している。70､71は胴部で、沈線を垂下させ

て懸垂文を施文している。70の地文は単節ＲＬの

縄文で、71の地文は０段多条ＲＬの縄文で、縦方

向に施文している。72は口縁部文様帯を持たない

深鉢形土器で、胴部には蛇行懸垂文を施文してい

る。地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施文して

いる。73～75は地文のみを施文している土器で、

73は口縁部、74､75は胴部の破片である。73の地

文は単節ＬＲの縄文で、74は撚糸文Ｒを地文とし

ている。75の地文は条線である。76､77は浅鉢形

土器である。77の器面には赤彩の痕跡が認められ

る。78は土製円盤である。出土土器が混在してい

るため、遺構の時期は不明である。

第17号小竪穴状遺構出土遺物（第85図１～28）

　１､２は阿玉台系の深鉢形土器で、胎土に金雲

母を多量に含んでいる。３～10はキャリパー形の

深鉢形土器で、胴部には沈線で懸垂文を施文して

いる。地文は９が複節ＬＲＬ、10が単節ＬＲの縄

文で、他は単節ＲＬの縄文を施文している。11は

バケツ状の器形となる深鉢形土器である。12～16

は連弧文系の深鉢形土器である。17は地文が条線

となる曽利系の深鉢形土器の胴部である。18～23

は地文のみが残る深鉢形土器の胴部である。18の
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地文は撚糸文Ｌ、23は条線で、他は単節ＲＬの縄

文を施文している。24～27は浅鉢形土器である。

28は土製円盤である。出土土器が混在しているた

め、遺構の時期は不明である。

第18号小竪穴状遺構出土遺物（第85図29～52）

　29は勝坂系、42は曽利系の深鉢形土器の胴部で

ある。30～39､44はキャリパー形の深鉢形土器で

ある。37が撚糸文Ｌであり、他の地文は単節ＲＬ

の縄文である。40は深鉢形土器である。41は連弧

文系の深鉢形土器である。45～50は地文のみが残

る深鉢形土器の胴部で、51は底部である。52は浅

鉢形土器の口縁部である。出土土器が混在してい

るため、遺構の時期は不明である。

第21号小竪穴状遺構出土遺物（第86図１～59、

第87図60～65）

　第86図１～59、第87図60～64は土器破片である。

１～３は阿玉台系、４は勝坂系の深鉢形土器であ

る。５～38はキャリパー形の深鉢形土器である。

５～13は口縁部、14～17は頸部から胴部、18～38

は胴部である。胴部の文様は沈線による磨消懸垂

文が主体を占め、隆帯で施文するものは24のみで

ある。19～23の地文は撚糸文Ｌである。20～23は

磨消懸垂文を施文している。単節ＲＬの縄文を地

文とするものが多いが、９､17､31～34､36は複節

ＬＲＬの縄文を地文とする。39は無文の口縁部を

持つ深鉢形土器で、40は口縁部文様帯を持たない

深鉢形土器である。波状口縁で、口縁上端に円形

刺突文を巡らす。41～46は連弧文系の深鉢形土器

である。47～52は地文が条線の曽利系の深鉢形土

器で、47､48は口縁部が重弧文と考えられる。52

は隆帯が剥落したもので、地文は短沈線を施文し

ている。53～59は地文のみを施文する深鉢形土器

の胴部である。60～62は深鉢形土器の底部である。

63は有孔鍔付土器の器形を持つ土器で、64は浅鉢

形土器の肩部である。65は土器片錘である。一部

欠損するが、深鉢形土器の胴部の破片を方形状に

加工したものと考えられる。上下２箇所に抉りを

入れている。出土土器の主体となる時期は加曽利

ＥⅢ式期である。

第22号小竪穴状遺構出土遺物（第68図９､10、第

87図66～100、第88図101～112）

　第68図９､10は浅鉢形土器である。９､10は口縁

部に１本幅広の浅い沈線を巡らせている。９は器

面をミガキ状に丁寧に調整している。内面には一

部赤彩が残っている。10は外面の器面はきれいな

ままだが、内面は器面が荒れている。第87図66～

100、第88図101～112は土器破片である。66～100

はキャリパー形の深鉢形土器である。口縁部は口

唇部と一体化して、隆帯を貼付し、楕円区画文と

渦巻文を施文するものが主体である。胴部は沈線

によって、磨消懸垂文を施文するものが主体であ

る。78のみ渦巻文を施文している。地文を撚糸文

とする79～84も、磨消懸垂文を施文している。地

文は複節ＬＲＬの縄文を施文するものが多い。複

節ＬＲＬの縄文を地文とするものは、66､77､85～

88､95である。単節ＲＬの縄文を地文とするもの

は、67、69､74～76､78､91､92､94､96～99、 単 節

ＬＲの縄文を地文とするものは、68､89､90､100、

撚糸文Ｌを地文とするものは72､80～84、撚糸文

Ｒを地文とするものは79である。０段多条ＲＬの

縄文を地文とするものは、73､93である。101～

103はキャリパー形以外の深鉢形土器である。

101､102は同一個体で、無文の口唇部と胴部は沈

線２本を巡らせて区画している。沈線間には円形

刺突文を２列施文している。地文は撚糸文Ｒであ

る。104､105は連弧文系の深鉢形土器である。104

は撚糸文Ｒ、105は撚糸文Ｌを地文としている。

106～108は地文が条線となる曽利系の深鉢形土器

である。106､107は口縁が重弧文となる土器と考

えられる。109は地文である複節ＬＲＬの縄文の

みを施文する深鉢形土器の胴部である。110～112

は浅鉢形土器の破片である。110の内外面の口縁

部周辺に、赤彩の痕跡が認められる。出土遺物の

主体となる時期は加曽利ＥⅢ式期である。



― 115 ―

第23号小竪穴状遺構出土遺物（第69図11～13、

第88図113～134）

　第69図11は深鉢形土器の口縁部から頸部である。

口唇直下に２本沈線を巡らせ、沈線間に不規則に

円形刺突を施文している。頸部にも同様に２本沈

線を巡らせて胴部と画し、沈線間に不規則な円形

刺突を施文している。口縁は無節Ｌの縄文を斜め

に施している。12は深鉢形土器で、底部のみ欠損

している。地文のみを施文し、複節ＬＲＬの縄文

をやや斜め縦方向に施文している。13は浅鉢形土

器である。口縁部から底部直上までの約半分が残

存している。直線的に外反する無文の口唇部を持

ち、丸みを帯びる肩部を隆帯で区画し口縁部文様

帯としている。体部文様帯は半円形状などに区画

し、端部は渦巻状に施文している。隆帯に沿って

やや幅広な沈線を施している。地文として胴部全

体に単節ＲＬの縄文を施文し、文様帯内は、斜め

横方向や斜め縦方向、文様帯外は斜め縦方向や縦

方向に施文する。第88図113～134は土器破片であ

る。器面が荒れているものも多く、123､128､129､134

は地文が不明瞭である。113は口縁の波頂部に眼

鏡状把手を貼付している。口縁部は無文となって

いる。114～123はキャリパー形の深鉢形土器

で､114～116は口縁部である。117～123は胴部で、

沈線による懸垂文を施文している。地文とし

て､114～116､119～121は単節ＲＬの縄文を、115

は横方向に他は縦方向に施文している。117の地

文は撚糸文Ｌで、118は無節Ｌ、122は複節ＬＲＬ

の縄文である。124～126はキャリパー形以外の深

鉢形土器である。124､125は無文の狭い口縁部と

胴部を沈線で区画している。124､126の地文は単

節ＲＬの縄文である。125は単節ＬＲの縄文であ

る。127～134は連弧文系の深鉢形土器である｡地

文として127､131は単節ＲＬの縄文を、130は単節

ＬＲの縄文を、132、133は撚糸文Ｌを施文してい

る。比較的残存状態の良好な第69図13から、加曽

利ＥⅢ式の古段階と考えられる。

第24号小竪穴状遺構出土遺物（第69図14、第89

図１～17）

　第69図14は深鉢形土器の胴下半から底部で、地

文条線のみ施文する。地文は粗雑で、無文部分を

残している。内面の底部から胴下部外面に被熱が

認められるが、底面には見られなかった。第89図

１～３､７は隆帯に刻みを施す勝坂系で、４～

６､10､11は阿玉台系の深鉢形土器である。10､11

の胎土には金雲母が含まれている。８､９､12は勝

坂末葉の深鉢形土器で、８は把手である。９は胴

部に単節ＲＬの縄文を施文している。12の器面に

は擦痕状に調整痕を残している。13は加曽利Ｅ式

末葉の深鉢形土器である。14､15は深鉢形土器の

底部である。16､17は浅鉢形土器である。出土土

器の主体となる時期は勝坂末葉である。

第25号小竪穴状遺構出土遺物（第69図15Ａ､Ｂ､

第89図18～35）

　第69図15Ａ､Ｂは同一個体であるが接合しなか

ったため、Ａ､Ｂに分けて図示した。鉢形土器の

口唇から胴部である。口縁には橋状把手を貼付し、

口縁には橋状把手と連結させて立体的な突帯を巡

らせて胴部と区画している。胴部には２本１組の

沈線文を２組施文し、垂下させる懸垂文とそれに

つながるように半弧線文を交互に施文している。

地文は単節ＲＬの縄文で縦方向に施文している。

器面の剥落が著しい。剥落部分の観察から、口縁

部の隆帯を貼付した後、胴部の地文を施文してい

たことがわかる。第89図18～35は土器破片である。

18～22は勝坂系や阿玉台系の土器である。18の胎

土には金雲母が含まれている。23～34はキャリパ

ー形の深鉢形土器である。23～26は突起部分の破

片である。27～31は口縁部、32は頸部、33、34は

頸部から胴部である。27､29､30の器面は剥落や

風化が著しい。28､31､34の地文は単節ＲＬの縄

文、32､33の地文は単節ＬＲの縄文である。35は

第69図15と同一個体である。土器の主体となる時

期は、15から加曽利ＥⅠ式期と考えられる。
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第26､27号小竪穴状遺構出土遺物（第70図16、17、

第90図１～44）

　重複遺構で、分離できなかったものを一括した。

第70図16は深鉢形土器の口縁から胴上部である。

区画内に貼付した隆帯の左側にのみ沈線を施文し

ている。17は深鉢形土器の胴下部から底部が残存

している。地文は単節ＲＬの縄文で、縦方向に施

文している。第90図１～42は土器破片である。１

～５は勝坂系、阿玉台系の土器で、３～５は末葉

の土器である。６～33はキャリパー形の深鉢形土

器である。18､23､30～33は沈線間に磨消懸垂文

を施文している。地文は、12は不明瞭、24は無節

Ｌの縄文、31は複節ＬＲＬの縄文、他はすべて単

節ＲＬの縄文である。９は横方向に、他は縦方向

に施文している。34は外反する無文の口縁部を持

つ土器で、頸部に隆帯と交互刺突を施文している。

33～37は地文のみを施文する深鉢形土器の胴部で

ある。35は撚糸文Ｒ、36､37は単節ＲＬの縄文を

地文としている。38､39は深鉢形土器の底部であ

る。40～42は浅鉢形土器である。第90図43､44は

土製円盤である。

第27号小竪穴状遺構出土遺物（第90図45～47）

　第90図45～47は、土器破片である。45は波状口

縁部の波頂部である。地文は単節ＲＬの縄文で、

横方向に施文している。46は深鉢形土器の胴部で、

地文は単節ＲＬの縄文である。47は浅鉢形土器の

胴部である。第26､27号土壙の出土土器には、時

間差は認められるが、明確に区分はできず、時期

は不明である。

第28号小竪穴状遺構出土遺物（第70図18､19、第

91図１～６）

　第70図18､19は深鉢形土器の胴下部から底部で

ある。胴部には沈線で３本１組の垂下する懸垂文

と１本の蛇行懸垂文を交互に施文している。懸垂

文の施文は粗雑である。地文は単節ＲＬの縄文で、

斜め方向に施文している。19は胴部が無文で、底

部に網代痕が部分的に認められる。第91図１～６

は土器破片である。１は阿玉台系の深鉢形土器で、

頸部に結節沈線文を施文する。２､３は深鉢形土

器の胴部で、沈線による懸垂文を施文する。２の

地文は単節ＲＬの縄文、３の地文は単節ＬＲの縄

文である。４～６は深鉢形土器の底部である。４

は底部に網代痕が認められる。出土土器は少ない

が、第70図18から加曽利ＥⅠ式期である。

第29号小竪穴状遺構出土遺物（第91図７～28）

　７は阿玉台系の深鉢形土器で、胎土に金雲母が

含まれている。８～11､13～16はキャリパー形の

深鉢形土器である。地文は８の無節Ｌの縄文以外

は単節ＲＬの縄文である。９､10は横方向､他は縦

方向に施文している。17は口縁部が無文で、胴部

には単節ＲＬの縄文を施文している。18は連弧文

系の深鉢形土器で、波状口縁である。単節ＬＲの

縄文を地文として横方向に施文している。

12､19､20は地文を条線とする曽利系の土器である。

19は重弧文の口縁部分である。21～24は深鉢形土

器の胴部である。21は撚糸文Ｌ、他は単節ＲＬの

縄文を地文としている。25は無文である。26～28

は浅鉢形土器である。時期は確定できなかった。

第30号小竪穴状遺構出土遺物（第70図20、第71

図21､22、第92図１～43）

　第70図20は大型の深鉢形土器で、胴部の括れ部

分より上部が残存している。胴下半部は故意に打

ち割って、埋設したと考えられる。口唇は幅の狭

い無文となっており、胴部とは２列の沈線を巡ら

せて区画し、沈線内には円形刺突を施文している。

胴部は逆Ｕ字状文を11単位沈線で施文し、その内

側を単節ＲＬの縄文を縦方向に充填している。沈

線はいずれも幅広で浅く施し、何度もなぞり返し

ている。胴部の文様は幅の狭い文様が２単位ある

が配置上の問題とも考えられる。第71図21は大型

の深鉢形土器の口縁から胴部の破片である。隆帯

で区画した口縁には、楕円区画文とその間に渦巻

文を施文している。地文は条線で曽利系の土器で

ある。22は浅鉢形土器の口縁から胴部である。波
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状口縁である。口唇部は狭い平坦面を持ち、その

部分に端部が渦巻く沈線文を施している。口縁部

分を中心に赤彩が残存している。第92図１～43は

土器破片である。１､３は勝坂系、２は阿玉台系

の深鉢形土器である。４～28はキャリパー形の深

鉢形土器である。７､８､16は胴部に隆帯で文様を

施文しており、７､８は大型渦巻文を施文すると

考えられる。他の胴部は沈線で文様を施文し、９

～12以外は磨消懸垂文を施文している。地文とし

て４､５､11､19～28は単節ＲＬの縄文を、６～８、

12､13､15､18は単節ＬＲの縄文を、９､10は撚糸文

Ｌを、16は０段多条ＬＲの縄文を施文している。

29､30は条線が地文となる曽利系の深鉢形土器の

胴部である。沈線で懸垂文を施文している。31、

32は地文のみ施文する深鉢形土器の胴部で､31は

単節ＲＬの縄文を、32は条線を地文としている。

33､34は深鉢形土器の底部である。35～43は浅鉢

ないしは壺形土器である。43は肩部に文様帯を持

ち、肩部は地文として単節ＲＬの縄文を横方向に、

胴部は条線を縦方向に施文している。遺構の時期

は加曽利Ⅲ式期である。

第35号小竪穴状遺構出土遺物（第71図23、第93

図１～８）

　第71図23は深鉢形土器である。口縁は頸部から

外反する。頸部には突帯状の楕円区画文を６単位

施したと推定した。立体的に貼付した楕円区画の

隆帯上には、沈線文や円形刺突文、キザミなどを

施している。胴部には沈線で対向する渦巻文や対

向Ｕ字文などを施文している。地文は０段多条Ｒ

Ｌの縄文を縦方向に施している。第93図１～８は

土器破片である。１､２は中峠系の深鉢形土器の

口縁である、３～６はキャリパー形の深鉢形土器

である。５は３本の沈線による垂下する懸垂文と

１本の沈線による蛇行懸垂文を交互に施文してい

る。６は磨消懸垂文を施文している。３の地文は

単節ＬＲの縄文で、他は単節ＲＬの縄文である。

７は地文が条線となる曽利系の深鉢形土器の胴部

である。８は浅鉢形土器の肩部である。時期は、

勝坂式末から加曽利ＥⅢ式と考えられる。

第36､43号小竪穴状遺構出土遺物（第71図24、25、

第93図９～18）

　分離が困難なため、一括して図示した。第71図

24､25は、キャリパー形の深鉢形土器の胴部である。

24､25は３本１組の沈線による懸垂文を垂下させ、

24の地文は複節ＲＬＲの縄文、25は施文が粗雑で

地文は撚糸文Ｌである。第93図９～18は土器破片

である。９は阿玉台系の深鉢形土器の口縁部であ

る。10～14はキャリパー形の深鉢形土器の胴部で

ある。15は口縁が無文となる土器である。16～18

は地文のみが残る深鉢形土器である。16は撚糸文

Ｒを地文としている。時期は第71図24、25から加

曽利ＥⅠ式期である。

第37号小竪穴状遺構出土遺物（第72図26、第93

図19～30）

　第72図26は、キャリパー形の深鉢形土器である。

大型で、口縁部文様帯は隆帯で区画する。胴部は

沈線による２本１組の磨消懸垂文を９単位施文し

ている。正面部分の胴下部には複数の細い沈線が

残り、その上に地文を施しているものもあること

から、下書きのように使用したものが消されず残

ったとも考えられる。沈線文は何度もなぞり返し

ている。地文は単節ＲＬの縄文で縦方向に施文す

るが、口縁と胴上部４段目位までは節や条が大き

く、４段目以下は節が小さめになる。施文タイミ

ングによると考えられる。第93図19～30は土器破

片である。19～27はキャリパー形の深鉢形土器で

あるが、25～27は微隆起状の隆帯で、大小の渦巻

文を施文している。地文として19､25～29は複節

ＬＲＬの縄文を、20は複節ＲＬＲの縄文を、21、

23､24は単節ＲＬの縄文を、22は単節ＬＲの縄文

を施文している。28は浅鉢形土器の口縁部で、口

唇部と内面の一部に赤彩の痕跡が認められる。

29､30は深鉢形土器の底部である。遺構の時期は、

第72図26から加曽利ＥⅢ式期である。
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第37､38号小竪穴状遺構出土遺物（第73図27）

　遺構確認時の遺物で、帰属が明確にできなかっ

たため、両遺構名を冠して一括した。第73図27は

浅鉢形土器で、４単位の緩やかな波状口縁を持ち、

口唇直下内面に幅広の沈線を巡らせている。

第38号小竪穴状遺構出土遺物（第94図１～24）

　第94図１～24は土器破片である。１は阿玉台系

の深鉢形土器の胴部である。２～20はキャリパー

形の深鉢形土器である。７～16は沈線で文様を施

文するが７以外は沈線間が磨消縄文となっている。

17～20は微隆起状の隆帯で大型渦巻文などを施文

すると考えられる。地文として２､３､12は単節Ｌ

Ｒの縄文を、５～８､13～16､20は単節ＲＬの縄文

を、９～11､17～19は複節ＬＲＬの縄文を施文し

ている。21は連弧文系の深鉢形土器である。地文

は撚糸文Ｌである。22～24は浅鉢形土器の口縁部

である。主体は、加曽利ＥⅢ式期である。

第39号小竪穴状遺構出土遺物（第73図28、第94

図25～44）

　第73図28は口縁部を欠損するキャリパー形の深

鉢形土器である。胴部には磨消懸垂文を18単位垂

下させるが、２単位で１組とすれば９単位と考え

られる。単位間の磨消が１箇所見られる。地文は

撚糸文Ｌであるが、斜め方向に施文しており、単

節などの縄文の施文効果をねらったとも考えられ

る。括れ部周辺に剥離が集中している。第94図25

～44は土器破片である。25～38はキャリパー形の

深鉢形土器である。34～38は磨消懸垂文を施文し

ている。地文として26～29､31～33､36～38は単節

ＲＬの縄文を、30は複節ＬＲＬの縄文を、34､35

は撚糸文Ｌを、38は無節Ｌの縄文を施文している。

27、28は横方向に、他は縦方向に施文している。

39、40は口縁部無文の深鉢形土器である。40は頸

部に隆帯を巡らせ、胴部と区画している。地文は

単節ＲＬの縄文である。41は連弧文系の深鉢形土

器で、地文は単節ＲＬの縄文である。42～44は曽

利系の深鉢形土器である。42は口縁部の文様は沈

線を施文している。遺構の時期は、第73図28から

加曽利ＥⅢ式期と考えられる。

第40号小竪穴状遺構出土遺物（第95図１～24）

　第95図１～24は土器破片である。１は中峠系の

深鉢形土器の口縁部である。地文は無節Ｌの縄文

である。２～14はキャリパー形の深鉢形土器であ

る。２～４は口縁部である。５は頸部無文帯を持

っている。８～14は沈線で胴部に懸垂文を施文し

ている。８､12～14は磨消懸垂文である。地文と

して２～６､８～12､14は単節ＲＬの縄文を、13は

複節ＬＲＬの縄文を、２､６の口縁部は横方向に、

他は縦方向に施文している。15はバケツ状の器形

となる深鉢形土器で、地文は単節ＲＬの縄文であ

る。16～18は連弧文系の深鉢形土器で、16は単節

ＲＬの縄文、17は単節ＬＲの縄文、18は撚糸文Ｌ

で施文されている。19は曽利系の深鉢形土器の胴

部である。20は、深鉢形土器の底部破片である。

21､22､24は鉢形土器、23は壺状の器形と考えられ

る。22～24は赤彩の痕跡が認められる。土器は時

期的に混在している。

第41号小竪穴状遺構出土遺物（第95図25～43）

　第95図25～43は土器破片である。25は阿玉台系、

26は勝坂末葉の土器と考えられる。26の地文は単

節ＲＬの縄文である。27は中峠系の深鉢形土器の

口縁部である。地文は単節ＲＬの縄文である。28

～39はキャリパー形の深鉢形土器である。29は口

縁部文様帯の隆帯を剣先状に施文している。胴部

に磨消懸垂文を持つのは34､38である。地文とし

て29～32､34､35は単節ＲＬの縄文、33は撚糸文、

36は０段多条ＬＲの縄文、37は複節ＬＲＬの縄文、

38は単節ＬＲの縄文、39は無節Ｌの縄文を施して

いる。口縁部のうち、29､30は横方向に施文して

いる。40は曽利系の深鉢形土器の口縁部である。

41は底部で、単節ＲＬの縄文を地文として施文し

ている。42､43は浅鉢形土器の口縁部である。42

は口唇直下に面を作り出し、沈線で文様を施文し

ている。表面にわずかに赤彩の痕跡が認められる。
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出土土器の主体となる時期は加曽利ＥⅠ式である。

第43ｂ号小竪穴状遺構出土遺物（第95図44～46）

　第95図44～46は土器破片である。いずれも小破

片である。44には結節沈線文を施文している。46

は単節ＲＬの縄文を地文として施文している。

第44号小竪穴状遺構出土遺物（第73図29､30、第

96図１～28）

　第73図29は深鉢形土器の胴下半部である。地文

は、単節ＲＬの縄文を縦方向に施文している。30

は器台の台部分である。第96図１～27は土器破片

である。１～16はキャリパー形の深鉢形土器であ

る。１は波頂部分である。６～14は沈線で胴部に

懸垂文を施文するもので、９～14は磨消懸垂文を

施文している。15､16は隆帯で大型の渦巻文を施

文している。地文として１､２､６～11は単節ＲＬ

の縄文を、３､13､14は単節ＬＲの縄文を、４､５

は撚糸文Ｌを、12は無節Ｌの縄文を、15､16は複

節ＬＲＬの縄文を施文している。２は横方向に施

文している。17～20は連弧文系の深鉢形土器であ

る。地文として17は０段多条ＬＲの縄文を、18は

条線を、20は撚糸文Ｌを施文している。21～23は

地文のみを施文する深鉢形土器である。21の地文

は撚糸文Ｌである。22は単節ＲＬの縄文の間に、

撚糸文Ｌを縦方向に帯状に施文しており、視覚的

には撚糸文が懸垂文状となっている。23の地文は

単節ＬＲの縄文である。24は鉢形土器、25～27は

浅鉢形土器である。第96図28は土製円盤である。

第48号小竪穴状遺構出土遺物（第74図33、第75

図34）

　第４号住居跡の覆土内で検出した小竪穴状遺構

である。調査当初には、当該遺構と第４号住居跡

の覆土の差を識別できなかったが、２個体分の土

器片が平らに敷き詰められて検出したことから、

第４号住居跡の覆土内に第48号小竪穴状遺構が構

築されたと考えた。敷き詰められていた土器は、

土器表面を上に向けており、復元によって底部を

欠いた２個体分であることがわかった。第４号住

居跡を廃絶し、埋没した後に、覆土を掘り込んで

小竪穴状遺構を構築し、更に墓壙に転用したと考

えられる。なお、住居跡の柱穴部分を避けるよう

にして、土器片を配置しているように見える。

　第74図33はキャリパー形の深鉢形土器で、底部

が欠損している。口縁部は緩やかな４単位の波状

口縁である。口縁部文様、胴部文様ともに隆帯と

沈線によって施文している。胴部最大径付近に大

型の横Ｓ字文を２単位施文する。そして端部を渦

巻状にし、Ｓ字文内の空白部分に円形区画文を充

填し、区画文間に渦巻文を施している。横Ｓ字文

と、その下部の区画文内には単節ＬＲの縄文を施

文している。文様は沈線を主体として描出し、沈

線は幅広で何度もナデ返している。第75図34は底

部を欠損する深鉢形土器である。胴部に逆Ｕ字状

の区画文を沈線で13単位施文している。沈線は複

数回なぞり返しており、部分的にごく浅い箇所が

ある。施文はやや粗雑である。区画文内は単節Ｒ

Ｌの縄文を縦方向に充填しているが、施文しない

部分や、擦り消しているような部分がある。区画

文の外側は口縁、胴部ともに磨消し状に器面を丁

寧に調整し、特に胴部については磨き状に調整し

ている。33､34は両者の破片がモザイク状に敷か

れており、同時期の所産と考えられる。33は大木

系、34は加曽利Ｅ系の深鉢形土器で、いずれも底

部を欠損しており、遺構は墓壙と推定される。時

期は加曽利ＥⅢ式期である。

第30､43b､44号小竪穴状遺構､第31､32､33､34､42､

43a号土壙出土遺物（第73図31、32、第97図１～25）

　第73図31は深鉢形土器の口縁から胴上部である。

胴部は、垂直に下りる懸垂文と蛇行する懸垂文を

交互に施文している。曽利系の土器である。32は

胴部に地文のみ施文し、底部付近は器面調整を幅

広く施している。地文は撚りの緩い節の大きな単

節ＲＬの縄文を縦方向に施している。第97図１～

25は土器破片である。１～19はキャリパー形の深

鉢形土器である。１～８は口縁部で、２､３､５
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は古い様相を持つが、他は加曽利ＥⅢ式以降の土

器と考えられる。１､４､９～18の胴部の懸垂文は

10､11以外は磨消懸垂文となっている。１の口縁

部は隆帯を波状に施文している。地文として、１､

２､４､６～９､11～15､17は単節ＲＬの縄文を､３､

５､16､18は単節ＬＲの縄文を、10は撚糸文Ｒを、

19は無節Ｌの縄文を施文している。口縁部である

５～７は横方向に施文している。20は外反する口

縁部が無文となる深鉢形土器である。21は連弧文

系の深鉢形土器、22は曽利系の深鉢形土器である。

23～25は浅鉢形土器である。

第４号小竪穴状遺構出土石器（第98図14）

　14はホルンフェルス製の打製石斧である。装着

部と刃部に部分的に摩耗が見られる。

第８号小竪穴状遺構出土石器（第98図６）

　６はチャート製の石錐である。肉厚な剥片を素

材とする。断面は三角形である。

第９号小竪穴状遺構出土石器（第98図４）

　４は黒曜石製のスクレイパーである。刃部の位

置、形状から削器と判断した。一部が欠損する。

第11号小竪穴状遺構出土石器（第99図20）

　20は安山岩製の石皿である。欠損している。

第14号小竪穴状遺構出土石器（第98図１､第99図

19）

　１はチャート製の石鏃である。無茎で抉りが浅

い。入念に加工している。両側縁が内湾する。19

は安山岩製の石皿である。扁平礫を利用している。

皿部は平坦である。

第24号小竪穴状遺構出土石器（第98図７､10､12、

第99図18）

　７は頁岩製のスクレイパーである。礫面を持つ

大型剥片を素材としている。刃部の位置、角度か

ら削器と考えられる。10は砂岩製の打欠石錘であ

る。大きめな扁平礫を使用している。11は頁岩製

の打製石斧である。装着部には部分的に摩耗が見

られる。12は頁岩製の打製石斧である。両側縁に

敲打痕が見られる。18は敲石である。磨製石斧か

ら転用した敲石であると判断した。上下端部、側

第20表　小竪穴状遺構出土石器観察表（第98､99図）
番号 器種 石材 長さ/㎝ 幅/㎝ 厚さ/㎝ 重さ/ｇ 備考
１ 石鏃 チャート 1.5 1.8 0.4 0.9 SK14

２ 石鏃 チャート 2.7 [1.6] 0.4 1.3 SK38

３ 石錐 珪質頁岩 [2.7] [1.6] [1.2] 2.6 SK30

４ スクレイパー 黒曜石 2.8 [1.5] 0.5 1.8 SK９

５ 石鏃 チャート 2.9 2.5 0.8 4.8 SK39　P.２

６ 石錐 チャート 3.5 2.8 1.3 9.9 SK８

７ スクレイパー 頁岩 6.9 4.5 0.8 31.1 SK24

８ 軽石 不明軽石製品 [3.0] [4.3] 1.7 5.6 SK30

９ 打製石斧 黒色頁岩 [5.8] [4.1] 1.5 42.7 SK28

10 石錘 砂岩 8.5 6.4 2.3 183.9 SK24

11 打製石斧 頁岩 [4.0] [3.5] 1.7 24.5 SK24

12 打製石斧 頁岩 [5.5] 3.7 [2.3] 53.3 SK24

13 打製石斧 緑泥片岩 [7.8] [5.9] 1.8 84.2 SK44

14 打製石斧 ホルンフェルス 9.7 4.4 2.0 116.8 SK４

15 磨石 安山岩 [5.8] [4.7] [4.0] 132.0 SK30　被熱

16 磨石 安山岩 [7.5] 7.4 6.3 455.7 SK29　被熱

17 敲石 緑泥片岩 [12.8] 4.7 4.1 350.4 SK30～32・42～44

18 敲石 9.2 4.9 2.7 223.3 SK24 磨斧からの転用

19 石皿 安山岩 [5.8] [8.3] [4.4] 290.7 SK14

20 石皿 安山岩 [8.8] [6.0] 6.7 328.4 SK11

21 石皿 安山岩 [8.7] [8.1] 4.7 154.9 SK30
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縁の一部は敲打で潰れた後、使用により摩耗して

いる。

第28号小竪穴状遺構出土石器（第98図９）

　９は黒色頁岩製の打製石斧である。風化が激し

く剥離が不明瞭であった。

第29号小竪穴状遺構出土石器（第99図16）

　16は安山岩製の磨石である。上端部は敲打で潰

れた後、摩耗している。平坦面はわずかに擦痕が

見られる。平坦面の中央は敲打で凹んだ後、使用

により摩耗している。被熱により赤色化している。

第30号小竪穴状遺構出土石器（第98図３､８､第

99図15､21）

　３は珪質頁岩製の石錐である。錐部は短く、断

面形はレンズ状に近い。８は軽石製の不明製品で

第98図　小竪穴状遺構の出土遺物（32）



― 122 ―

ある。下半部を欠損する。15は安山岩製の磨石で

ある。被熱により赤色化している。平坦面は平滑

に摩耗している。21は安山岩製の石皿である。皿

部は「Ｕ」字状に凹んでいる。

第38号小竪穴状遺構出土石器（第98図２）

　２はチャート製の石鏃である。無茎で抉りの深

いものである。入念に加工している。

第39号小竪穴状遺構出土石器（第98図５）

　５はチャート製の石鏃である。個々の剥離面が

大きく、粗雑な印象を受ける。未製品の可能性も

ある。

第44号小竪穴状遺構出土石器（第98図13）

　13は緑泥片岩製の打製石斧である。両側縁の抉

り部に敲打痕が見られる。刃部は部分的に摩耗し

ている。

第30､43b､44号小竪穴状遺構､第31､32､42､43a

号土壙出土石器（第99図17）  

　17は緑泥片岩製の敲石である。棒状礫を使用し

ている。周縁部と平坦面は敲打によって潰れ、平

坦面は摩耗している。

第99図　小竪穴状遺構の出土遺物（33）
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（５）土壙（第57～65図）

　調査時に土壙と命名した50基の遺構の中で、37

基を小竪穴状遺構としたので、残り13基を用途不

明の土壙と判断した。

　土壙出土の土器を第100図～104図に示した。

　土壙とした遺構の中には、遺物が比較的多く出

土する第１号､２号､31号土壙などがある。ただ

し、これらは小竪穴状遺構とは異なり、単独で完

形品が出土するのではなく、時期が異なる破片が

多数混在する状況を示している。あるいは、第１

号、31号土壙では遺物が底面より20㎝程度高い位

置で出土しており、流れ込みの様な状況を呈して

いる。

第１号土壙出土遺物（第100図１～４、第102図

１～23）

　第100図１は深鉢形土器で、口縁部に隆帯と沈

線で渦巻文や楕円文様を施文している。地文は撚

りの細かい撚糸文Ｒを縦方向に施文している。中

峠系の土器と考えられる。２も深鉢形土器で、文

様は頸部と区画する沈線文の一部が残るのみであ

る。地文は撚糸文Ｌをやや斜め縦方向に施文して

いる。底径は６㎝である。３は地文である単節Ｒ

Ｌの縄文を施文している。４は地文である撚糸文

Ｒのみを施文している。第102図１～23は土器破

片である。１～19は深鉢形土器の破片で、20～23

は浅鉢形土器の破片である。７、９～11は同一個

体のキャリパー形土器で、地文である撚糸文Ｌの

施文後に、隆帯で区画文や口縁部文様を施文して

いる。19の底面には網代痕が認められる。23の器

面には孔を両側から貫こうとした痕跡があるが、

貫通はしておらず位置もずれている。出土した土

器のおもな時期は加曽利ＥⅠ式古段階である。

第２号土壙出土遺物（第100図５～７、第103図

１～25）

　第100図５～７は器形が復元できた土器である。

５はキャリパー形の深鉢形土器で、口縁部から胴

上半部が残存している。隆帯で区画した口縁部文

様内には、渦巻文などを施文している。胴部には

懸垂文を２本１組の沈線で垂下させ、沈線間を磨

り消している。懸垂文を10単位施文すると推定し

た。地文は複節ＬＲＬの縄文で縦方向に施文して

いる。推定口径は36㎝である。６はキャリパー形

の深鉢形土器の一部である。口縁部には隆帯と沈

線によって渦巻文を施文し、その間に楕円区画文

を施文している。楕円区画文内には短沈線を縦方

向に施している。地文は単節ＬＲの縄文である。

７は浅鉢形土器の胴部から底部が残存するもので

ある。第103図１～25は出土した土器破片である。

１～３は勝坂系の深鉢形土器で、隆帯上には刻み

を施している。４～13はキャリパー形の深鉢形土

器である。胴部には沈線によって垂下する懸垂文

を施文している。14は口縁部文様帯を持たない深

鉢形土器である。15は外反する無文の口縁で、深

鉢形土器である。16は15の土器の頸部と考えられ

る。17は連弧文系の深鉢形土器である。18～22は

地文のみが残る深鉢形土器の破片である。23～25

は浅鉢形土器である。第２号土壙の時期は、第

100図５～７などの加曽利ＥⅢ式土器が、覆土上

面から出土している。これらは、第２号住居跡を

壊して作られた土壙に属すると考えられるが、遺

構は確認することはできなかった。土壙に属する

土器は、第103図１～３であると考えられ、時期

は勝坂式末葉と考えられる。

第19号土壙出土遺物（第101図８、第102図24､25）

　第101図８は口縁から胴部が残存している。器

形はキャリパー状だが、胴部はずん胴である。口

縁部は隆帯によって渦巻文などを施している。胴

部は粗い器面調整のみが残り、頸部周辺に節の大

きな単節ＬＲの縄文を地文として施文している。

口縁部も地文があったと考えられるが器面が荒れ

ており明確ではない。第102図24､25は深鉢形土器

の破片である。24は阿玉台系で、25は勝坂末葉の

土器片である。第101図８から土壙の時期は加曽

利ＥⅠ式古段階と考えられる。



― 124 ―

第100図　土壙の出土遺物（１）
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第31号土壙出土遺物（第101図９､10、第104図１

～15）

　第101図９は胴下半から底部が残存するもので、

撚糸文Ｌの地文のみを施文する。10は浅鉢形土器

で、外側に屈曲した面上には半円や渦巻文などを

沈線で施文している。第104図１～15は土器破片

である。１～12は深鉢形土器の破片である。その

うち１～８はキャリパー形の深鉢形土器で、胴部

には磨消懸垂文を施文している。９は連弧文系の

深鉢形土器の口縁部である。13～15は浅鉢形土器

の破片である。遺構の時期は加曽利ＥⅢ式古段階

である。

第21表　土壙一覧表（第57～66図）

旧名称 新名称 グリッド 平面形 長軸方位 長軸×短軸/ｍ 深さ/cm 重複遺構

SK‐1 SK‐1 G‐9 楕円形 N‐19°‐E 1.66×0.93 19
SK‐2 SK‐2 G‐9・10 円形 N‐42°‐W 1.53×1.43 15 SJ1・2(新）
SK‐5 SK‐5 B‐6 円形 N‐7°‐W 0.93×0.89 77 SK3新旧不明
SK‐19 SK‐19 D‐6 楕円形？ N‐74°‐W 1.80×（1.56） 10 SJ6新旧不明
SK‐20 SK‐20 D‐6 楕円形？ N‐17°‐E 0.95×（0.57） 7 SJ8（新）SJ6と新旧不明
SK‐31 SK‐31 D‐6・7 楕円形 N‐27°‐E 1.22×0.78 119 SK30新旧不明
SK‐32 SK‐32 D‐6 円形？ N‐69°‐E （0.78）×0.72 57 SK44新旧不明
SK‐33 SK‐33 D‐6 不整形 N‐11°‐W 1.53×0.85 13
SK‐34 SK‐34 D‐6 楕円形 N‐87°‐W 0.83×0.69 141
SK‐42 SK‐42 D‐6 円形 N‐82°‐W 0.62×0.53 35
SK‐43 SK-43a D‐6 円形 N‐43°‐W 0.75×0.70 55
SK‐45 SK-45 D‐6 楕円形 N‐84°‐W 0.84×0.49 37
SJ3下SK‐2 SK-47 F‐9 楕円形 N‐35°‐W 1.18×0.55 52 SJ3（新）

第101図　土壙の出土遺物（２）



― 126 ―

第32号土壙出土遺物（第104図16～20）

　第104図16～20は土器破片である。16～18は深

鉢形土器で、17､18は磨消懸垂文を施文している。

20は浅鉢形土器の胴部である。19は後期前葉の土

器片である。土壙の時期は加曽利ＥⅢ式期と考え

られる。

第34号土壙出土遺物（第104図21～35）

　第104図21～35は土器破片である。21は土器の

突起部分で、勝坂末葉の深鉢形土器である。22は

隆帯を舌状に貼付するもので、中峠系の深鉢形土

器である。23～29はキャリパー形の深鉢形土器の

口縁から胴部で、胴部には磨消懸垂文を施文して

いる。29､30は連弧文系の深鉢形土器で､33は曽

利系の深鉢形土器である。34､35は浅鉢形土器で

ある。土器の多くは加曽利ＥⅢ式古段階である。

第42号土壙出土遺物（第104図36～39）

　第104図36～39は土器破片である。全てキャリ

パー形の深鉢形土器の破片である。沈線によって、

懸垂を施している。加曽利ＥⅢ式に相当すると考

えられる。

第47号土壙出土遺物（第104図40～43）

　40は連弧文系の深鉢形土器の頸部で、沈線内に

第102図　土壙の出土遺物（３）
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円形の刺突文を施している。41､42はキャリパー

形の深鉢形土器である。43は深鉢形土器の胴部で、

無文である。土器の時期は加曽利ＥⅢ式古段階で

ある。

第103図　土壙の出土遺物（４）



― 128 ―

第104図　土壙の出土遺物（５）
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（６）ピット

　浅間下遺跡からはピットを18基検出しており、

これらは縄文時代の可能性が考えられる。

　遺物は石器が少量出土した。第105図にピット

出土遺物を、第22表に観察表を示した。

　１は、黒曜石製の石鏃である。一次剥離面を残

して加工し、被熱により全体が発砲している。

　２は、磨製石斧である。乳棒状で、全面整形に

より光沢が見られる。

第106図　縄文時代のピット

第105図　縄文時代のピット出土遺物

第22表　ピット出土石器観察表（第105図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 出土位置 備考
１ 石鏃 黒曜石 2.2 1.4 0.4 0.7 H‐10 P11

２ 磨製石斧 [7.1] 3.5 2.9 113.6 H‐10 P14
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（７）グリッド出土土器（第107～109図）

第１群土器（第107図１～13）

　前期の土器群を一括する。

　第１類土器（第107図１～12）

　繊維を含む土器を一括する。１～３は花積下

層式の可能性がある。１の口唇部には刻みを施し

ている。１､２ともに器面には擦痕が認められる。

３は単節ＲＬの縄文を施文している。４は関山式

土器、５～12は黒浜式土器である。12は単節と無

節を撚り合わせた原体で施文している。

　第２類土器（第107図13）

　繊維を含まない土器を一括する。13は貝殻腹縁

文を施文する土器で、興津式土器である。

第２群土器（第107図14～32、第108図33～51、第

109図52～65）

　中期の土器群を一括する。

　第１類土器（第107図14～21）

　中期中葉の阿玉台式土器、勝坂式土器を一括す

る。14～18は阿玉台式土器で、いずれも胎土に金

雲母を含んでいる。14は口縁の扇状の突起部分で

ある。15は結節沈線文を施文している。16は口唇

部に結節沈線を施文している。17､18は櫛歯状条

線を波状に施文する。19､20は勝坂式との折衷的

な土器である。21は勝坂式土器である。

　第２類土器（第107図22～28）

　勝坂式終末から加曽利Ｅ式初頭の土器群を一括

する。22は把手部分である。24､25は隆帯上に単

節ＲＬの縄文を施文している。26は曽利系の土器

である。27､28は中峠系の土器で、27の口縁には

把手部分が剥落した痕跡がある。28は隆帯を立体

的に張り出させせるもので、張り出し部分には沈

線文を施文している。27の地文は撚糸文Ｌである。

28の地文は単節ＲＬの縄文である。

　 第３類土器（第107図29～32､第108図33～51、

第109図52～65）

　中期後葉の土器を一括する。29～49はキャリパ

ー形の深鉢形土器で、29～31､40､41は加曽利ＥⅠ

式、他は磨消縄文から、加曽利ＥⅢ式と考えられ

る。地文として29､30､33､34､37､40､41､43､44､48､

は単節ＲＬの縄文、31､45､46は複節ＬＲＬの縄

文、32､39は無節Ｌの縄文、35､49は複節ＲＬＲの

縄文で施文している。36､42は撚糸文Ｌを地文と

している。50、51は口縁部文様帯を欠く土器であ

る。50の地文は単節ＲＬの縄文で、51の地文は複

節ＬＲＬの縄文である。52～57は連弧文系の深鉢

形土器である。地文として52､57は撚糸文Ｌを、

53は条線を、54､55は単節ＲＬの縄文を、56は複

節ＲＬＲの縄文を施している。58～63は曽利系の

深鉢形土器で、いずれも重弧文系統の土器である。

58は格子状の隆帯と円形浮文を貼付している。64、

65は深鉢形土器以外の器形の土器で、64は壺状の

器形と考えられる。

第３群土器（第109図66）

　後期前葉の土器を一括する。66は口縁部の破片

で、内面も施文が認められる。薄手の深鉢形土器

の口縁部で、堀之内２式土器である。

土製品（第109図67～74）

　第109図67～74は土製品である。67は土偶の右

腕の破片である。完形なら15～16㎝前後の土偶に

なると思われる。肩の正面から背面および腕の側

面は、角押文による沈線を施文している。腕はや

や内湾して下垂する。肩上面の背部よりには、わ

ずかに磨耗した痕跡が見られる。色調は肌色にち

かい褐色、胎土は密で砂粒をほとんど含まず、焼

成は良好である。腕の形態、角押文による沈線を

施していることなどから、中期阿玉台Ⅲ式期の土

偶と考えられる。当該期の土偶は出土例が少なく、

県内では、春日部市の花積台耕地遺跡から角押文

で施文した土偶顔面の破片が見つかっているのみ

である。

　68～70は土器片錘、71～74は土製円盤である。
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第107図　グリッド出土遺物（１）
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第108図　グリッド出土遺物（２）
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第109図　グリッド出土遺物（３）
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（８）グリッド出土石器（第110､111図）

　第110図１は頁岩製の尖頭器である。木葉形で

細身、両面加工形で断面形はレンズ状を呈する。

　２～12は石鏃である。２は黒曜石製で無茎、縁

辺のみを加工している。３はチャート製で無茎、

粗雑なつくりである。４はチャート製で無茎、剥

離は精緻である。５はチャート製で無茎、粗雑な

つくりである。６はチャート製で無茎、粗雑なつ

くりである。未製品の可能性もある。７はチャー

ト製で無茎、粗雑なつくりである。製作途中で廃

棄したものであろう。８はチャート製で、欠損に

より形状は不明である。粗雑なつくりである。９

はチャート製で無茎、大きく粗雑なつくりである。

10はチャート製で無茎、かなり大型で重く、未製

品の可能性もある。11は黒色頁岩製で無茎、離面

が不明瞭である。12はチャート製で肉厚、大型の

剥片を素材とする。粗雑なつくりである。未製品

の可能性もある。

　13､15は石匙である。13はチャート製の縦型石

匙である。15は黒曜石製で、横型石匙である。摘

み部は明確で左右対称と考えられる。刃部の角度

が急斜度で、加工も大きく特徴的である。

　14はチャート製の石錐である。錐部は短く、摘

み部は見られなかった。断面は菱形に近い。

　第111図16､17は磨製石斧である。16は定角式、

全面整形によって光沢が見られる。刃部は敲打に

よって潰れた後、摩耗している。17は定角式、断

第23表　グリッド出土石器観察表（第110､111図）
番号 器種 石材 長さ／㎝ 幅／㎝ 厚さ／㎝ 重さ／ｇ 備考
１ 尖頭器 頁岩 7.9 1.9 1.0 14.3 Ｃ‐６‐４

２ 石鏃 黒曜石 [0.8] 1.2 0.3 0.3 Ａ区トレンチ70

３ 石鏃 チャート 1.6 [0.9] 0.3 0.4 Ｇ‐８‐４

４ 石鏃 チャート 2.2 1.9 0.4 1.3 Ａ区トレンチ３

５ 石鏃 チャート 2.0 2.3 0.6 2.3 Ｅ‐７

６ 石鏃 チャート 2.2 2.1 0.6 2.5 Ａ区トレンチ37

７ 石鏃 チャート 2.6 [2.1] 0.5 2.0 Ｇ‐９

８ 石鏃 チャート [2.7] [1.9] 0.5 2.2 Ａ区トレンチ25

９ 石鏃 チャート 3.3 2.3 0.7 3.9 Ａ区トレンチ53

10 石鏃 チャート 5.3 4.0 1.3 19.1 Ｄ‐６‐４

11 石鏃 黒色頁岩 4.2 [1.4] 0.5 2.7 Ａ区トレンチ23

12 石鏃 チャート 5.3 3.3 1.1 18.4 Ｄ‐６‐３

13 石匙 チャート [6.1] 1.9 1.0 12.3 Ｂ区１トレンチ

14 石錐 チャート [3.2] [1.6] [1.0] 3.2 Ａ区トレンチ70

15 石匙 黒曜石 2.5 [4.0] 1.3 7.9 Ｃ‐５‐２

16 磨製石斧 [10.5] 5.5 3.2 326.4 Ａ区トレンチ40

17 磨製石斧 [4.7] 4.1 [2.1] 59.3 Ｄ‐５‐２

18 打製石斧 緑泥片岩 9.7 5.8 1.9 133.3 Ｆ‐８‐２

19 打製石斧 安山岩 [8.5] 7.8 2.8 185.9 Ｅ‐６‐２

20 磨石 安山岩 [6.3] 7.7 4.5 311.4 Ａ区トレンチ24

21 磨石 安山岩 6.1 5.6 4.5 212.1 Ａ区トレンチ38

22 磨石 閃緑岩？ [5.8] [6.8] 4.7 240.1 Ａ区トレンチ20

23 敲石 砂岩 [7.4] 4.7 4.3 218.3 Ａ区トレンチ57

24 石皿 安山岩 [8.1] [8.4] [4.6] 300.0 Ｇ‐９‐１

25 石皿 緑泥片岩 [8.2] [8.8] [1.7] 174.6 Ａ区トレンチ69

26 石皿 安山岩 [9.8] [8.3] [6.6] 409.2 Ｄ‐６‐４
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面は隅丸長方形である。刃部は刃こぼれによって

摩耗している。基部が欠損する。

　18､19は打製石斧である。18は緑泥片岩製で分

銅形、両側縁の抉り部に敲打痕が見られる。刃部

と装着部の全面に摩耗が見られる。19は安山岩製

で短冊形、側縁に部分的に敲打痕が見られる。上

半部が欠損する。剥離が不明瞭である。

　20～22は磨石である。20は安山岩製で平坦面は

平滑である。平坦面の中央は敲打によって潰した

後、使用によって摩耗している。上端部も敲打に

よって潰した後、摩耗している。下半部を欠損す

る。21は安山岩製で円形礫を使用している。平坦

第110図　グリッド出土石器（１）
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面はわずかに擦痕が見られる。上端部の一部が敲

打によって潰れている。一部に赤色顔料の付着が

見られる。22は閃緑岩製で上端部を敲打の後、摩

耗している。平坦面は平滑に摩耗している。

　23は砂岩製の敲石である。上端部は欠損後敲打

している。下半部は欠損する。

　24～26は石皿である。24は安山岩製で皿部はわ

ずかに凹んでいる。25は緑泥片岩製で漏斗状の凹

穴が見られる。26は安山岩製で皿部はわずかに凹

んでいる。漏斗状の凹穴が多数見られる。

第111図　グリッド出土石器（２）



― 137 ―

２．古代の遺構と遺物
（１）住居跡

　第８号住居跡（第112図）

　第８号住居跡は､Ａ区中央西よりのＤ‐６グリ

ッドで検出した。住居跡の南西側は調査区外に存

在のため、調査が及んでいない。他住居跡との重

複関係は、第６号、９号住居跡を壊していた。

　平面形態は隅丸方形で、規模は主軸長推定3.9

ｍ、副軸長推定３ｍで、深さ約40㎝、主軸方位は

Ｎ‐18°‐Ｗである。

　カマドと貯蔵穴は北側コーナー付近で検出し、

貯蔵穴内からは、４の甕上半部が出土した。

　時期は、出土遺物から８世紀後半から９世紀初

頭と考えられる。

第112図　第８号住居跡､出土遺物

第24表　第８号住居跡出土遺物観察表（第112図）
番号 種別 器種 口径/㎝ 器高/㎝ 底径/㎝ 胎土 残存 焼成 色調 図版 備考
1 土師器 小型甕 (20.8) ［2.9］ － BCDE 5 普通 橙 51‐2‐1

2 土師器 甕 (22.2) ［4.0］ － ABDEG 5 普通 橙 51‐2‐2

3 土師器 甕 (20.0) ［6.7］ － CDEFG 10 普通 橙 51‐2‐3

4 土師器 甕 － ［13.3］ － ABEFGJ 15 普通 橙 51‐2‐4 №２
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３．中近世の遺構と遺物
（１）遺物（第113図）

　中世、近世の遺構は調査区内からは検出できな

かったが、遺物が若干出土した。

　第113図１は瀬戸美濃系の陶器で、内外面に鉄

釉を施す反皿である。大窯第３段階に相当し、16

世紀後半の製品である。２と３は組み合うと考え

られる土師質土器の蓋付鉢である。２は破片、３

はほぼ完形で胎土を精選している。胞衣（エナ）

容器であろう。年代は19世紀以降である。４､５

は19世紀以降の瓦質土器の竃鍔である。鍔部に顕

著な煤付着が認められる。６は土師質土器の焙烙

で、底部丸底でシワ状の痕跡が見られる。胎土は

精良で角閃石が大量に含まれる。年代は19世紀以

降である。７は肥前系磁器の猪口で、外面に楼閣

山水文を染付し、口唇部には口錆を施す。19世紀

中葉から後葉の肥前製品である。８は瀬戸美濃系

陶器のいわゆる菊皿で、内外面とも灰釉を施す。

17世紀後半の製品である。９は瀬戸美濃系陶器の

徳利と思われる。外面は釉を拭き取った痕跡が認

められる。18世紀前半から中葉の製品である。10

は土師質土器の焙烙で、胎土は精良で硬質、補修

痕と思われる二次的な穿孔が一対認められる。19

世紀の製品である。11は堺明石系の陶器擂鉢の口

縁部である。内面にはスリ目を施す。19世紀前葉

の製品である。胎土はやや粗で砂質である。12は

瓦質土器の焙烙である。底部は平底でシワ状痕跡

が認められる。体部は内外面とも良くナデ調整し

ている。19世紀代の製品と考えられる。13､14は

砥石である。

第113図　中世､近世の遺物
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Ⅴ　調査のまとめ

（１）集落の消長

　浅間下遺跡の縄文時代の遺物は、今回の第４次

調査区域内では、前期前葉の花積下層式期から、

後期前葉の堀之内２式期までの範囲で検出されて

いる。だが、主体を占める遺物は中期後半の加曽

利ＥⅠ式期と加曽利ＥⅢ式期のものであり、その

他の時期の遺物は少量である。

　縄文時代の遺構は、住居跡と小竪穴状遺構が主

体であるが、この中で、住居跡は加曽利ＥⅠ式の

古い段階が主体を占め、一部が加曽利ＥⅢ式期の

ものである。調査範囲が集落の全体に及んでいな

いため、全体像は不明であるが、おそらく、加曽

利ＥⅠ式期直前段階からはじまり、加曽利ＥⅠ式

期で安定的に居住が開始され、加曽利ＥⅢ式期ま

で継続したものであろう。ただし、加曽利ＥⅡ式

期の状況については、未調査部分もあり不明瞭で

ある。また、加曽利ＥⅢ式期と考えられる第３号

住居跡の比較的大型の土器は、覆土中に掘り込ま

れた小竪穴状遺構に由来する可能性も考えられる。

　一方、小竪穴状遺構は、加曽利ＥⅠ式と加曽利

ＥⅢ式が含まれ、主体は加曽利ＥⅢ式である。

　なお、ここで小竪穴状遺構としたものは、下総

台地で典型的に見られるものである。調査時には、

小竪穴状遺構と、その他の土壙が一括して土壙と

してとして命名されていたものであるが、ある程

度の大きさを持ち、円形で壁の立ち上がりが垂直

に近く、底面にピットを持つことを特徴とするも

のである。小竪穴状遺構の用途については、貯蔵

穴とする考え方が一般的であるが、その一部は墓

壙とも考えられている。

　浅間下遺跡の集落は、その立地条件から、基本

的には下総台地(東関東)に見られる当該期の集落

と同様な特徴を示しているが、関東中央部(秩父

山地とこれに接続する、丘陵、台地、および大宮

台地とこれに接する荒川低地、中川低地)でも見

られるように、加曽利ＥⅠ式期に安定的に居住が

行われ、加曽利ＥⅢ式期に廃絶される、拠点的意

味を持った環状集落であったと考えられる。そし

て集落に安定的に居住が開始された時点から、住

居の環状配置が意識されると共に、廃絶された住

居跡と重複しながらも、環状の内側に貯蔵のため

の小竪穴状遺構が掘削されたと考えられる。

　根茎類は低温に弱く、冬場に放置すると低温に

よって腐敗するため、地表面に比べると温度が安

定しており、決して氷点下にまで下がることがな

い地下の小竪穴状遺構に大量に保存していたもの

であろう。環状を呈する集落の内側という立地は、

獣の食害から貯蔵食料を守るためには好都合のも

のと考えられる。

　縄文時代中期後半でのこのような集落の在り方

から、食糧の主要部分として堅果類と根茎類が考

えられるが、その中で根茎類の効率的な利用が一

つの契機となり、環状集落が成立し、維持できた

と推定することが可能となる。

　その一方で、加曽利ＥⅢ式より新しい土器がほ

とんど出土しないことから、当該期に根茎類に依

拠した生活が、何らかの理由で打撃を受けた事が

推定できる。

　その結果、浅間下遺跡の集落も他の集落同様に、

根茎類に大きく依拠していたであろう生活が立ち

ゆかなくなり、加曽利ＥⅢ式期を最後に解体した

と観ることができよう。

（２）土器敷きの土壙(小竪穴状遺構)

　第４号住居跡の壁際から見つかった土器敷きの

遺構（旧称：第４号住居跡内土器集中、新称：第

48号小竪穴状遺構）は、底部を欠いた深鉢二個体

分の破片が、遺構の底面付近に敷き詰められたも
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ので、類例がわずかに見られるものである。

　注目されることは、二個体の土器の系統が異な

っている点である。これは、第48号小竪穴状遺構

が墓壙に転用されたと考えた場合に、被葬者の出

自との関連が想定されると共に、関東地方の加曽

利Ｅ式系統と南東北地方の大木及び曽利式系統の

並行関係を議論する際に重要な資料となるもので

ある。

（３）浅間下遺跡が提起する問題

　集落の消長を議論する際に、問題となる土器編

年上の重要な課題がある。

　浅間下遺跡の集落は、加曽利ＥⅠ式期直前から

開始され、加曽利ＥⅢ式期まで継続して、その後

途絶えたように見えるが、時間的に両型式の間に

位置する加曽利ＥⅡ式の遺構が、かならずしも明

確には検出されていない。同様の傾向は、埼玉県

内の他の環状集落でも観ることができる。

　近年の埼玉県内を中心とした縄文時代中期後半

の土器編年では、1980年代の編年に比べれば、加

曽利ＥⅠ式と加曽利ＥⅢ式の捉え方が異なってき

ており、実質的に加曽利ＥⅡ式と呼べる土器の捉

え方が難しくなっている。集落の消長を議論する

際に、特定の型式が他の型式に比べて著しく時間

幅が異なって設定されていた場合、本来は一定の

規模で継続していた集落が、その時期に急激に凋

落するように見えてしまう。通常、各型式の存続

期間がかならずしも等価でないことは、自明の前

提であるとは言うものの、加曽利ＥⅡ式と呼べる

土器の範囲が、研究者によって大きくずれて設定

されているとすれば、集落が同規模で継続されて

いたとしても、加曽利ＥⅡ式期の住居跡の実体把

握に支障を来す恐れがある。集落の消長を議論す

る際には、少なくとも各型式に対して、大まかな

継続時間の目安を示す必要があろう。

　加曽利ＥⅡ式がどのような範囲の土器を含み、

どこで前後型式と区別されるのか、あるいは、ど

の程度の時間幅を占めるのか、共通の認識が十分

であるとは言えない状況の中では、集落の消長を

詳細に議論することに一定の困難が伴う。

　更に、他地域との並行関係についても、同様な

ことが考えられる。加曽利ＥⅡ式の範囲が異なる

理由の一つに、磨消縄文の成立をもって加曽利Ｅ

Ⅲ式の開始とする考え方がある。つまり、南東北

地方の大木９式に磨消縄文が見られることから、

磨消縄文の要素で大木９式と加曽利ＥⅢ式の並行

関係を合わせるという考え方が背景にあるように

思われる。

　今回検出された、第48号小竪穴状遺構の底面付

近に敷き詰められていた２個体の土器は、良好な

一括資料であり、出土状況は異なるものの、他の

遺跡でも同様な共伴例が複数見られることから、

今後、大木系統と加曽利Ｅ系統の並行関係につい

て、より詳細に議論する際の重要な資料になると

考えられる。

　いずれにしても、今回の調査によって、集落論

の基本的な要件や、地域間の並行関係に対しての、

重要な資料が明らかになったと言えよう。
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